
 

令和７年度版 

 

保健所業務概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎県日南保健所 

 



 



第１章　総　括
１　日南保健所の概要  ------------------------------------------ 3

１）管内略図（２市）
２）沿革
３）施設の概要
４）組織機構及び業務内容 

２　重点事業   ------------------------------------------------- 6
１）令和６年度重点事業（評価）
２）令和７年度重点事業（計画）

３　定例業務一覧   ---------------------------------------------- 10
４　附属機関等 -----------------------------------------------11

１）日南保健所運営協議会
２）日南串間地域医療構想調整会議
３）日南保健所地域歯科保健推進協議会
４）日南串間地域・職域連携推進協議会
５）県南在宅緩和ケア推進連絡協議会 
６）県南地域周産期保健医療体制づくり連絡会
７）日南串間糖尿病対策協議会 
８）日南串間地域精神保健福祉協議会 
９）日南串間地域精神障がい者地域移行支援協議会
10）日南串間地域自殺対策推進協議会
11）難病対策地域協議会
12）動物愛護推進協議会日南支部

第２章　管内の主な動きと状況
１　数字で見た主な状況 ---------------------------------------15
２　主な業務   --------------------------------------------------16
３　令和６年度の主な出来事・事業 -----------------------------------18
４　健康教育実施状況   ------------------------------------------ 20

第３章　管内の主な衛生の指標
１　人口静態   -------------------------------------------------------------------------------------25
２　人口動態（市別総括表）   --------------------------------------------26
　　　〃　　（主要死因別死亡数・死亡率）
    人口動態統計用語の説明 

第４章　各課の業務内容
Ⅰ　総務企画課

１　医療関係者及び医療・介護施設等の状況 ------------------------------33
(１) 医療関係者数
(２）医療施設
(３）人口１０万対施設数及び病床数
(４）介護保険施設等数

２　医療・介護施設等の指導状況   --------------------------------------34
３　医療・介護施設等の許認可等状況 -----------------------------------35
４　医療従事者の免許申請等件数   --------------------------------------36
５　原子爆弾被爆者援護事業   ------------------------------------------36

(１) 被爆者健康手帳所持者数
(２) 健康診断実施状況
(３）がん検診実施状況
(４）被爆者各種手当支給状況

目　　　　　次



Ⅱ　健康づくり課
１　母子保健  -------------------------------------------------------41

(１）小児慢性特定疾病医療費助成状況
(２）小児慢性特定疾病児童等自立支援事業
(３）訪問指導状況
(４）地域周産期保健医療体制づくり連絡会
(５）不妊治療費支援事業
(６）女性の健康づくり講演会

２　歯科保健　------------------------------------------------------------------44
(１）日南保健所地域歯科保健推進協議会
(２）歯科保健研修会

３　成人・老人保健・介護保険   --------------------------------- 45
(１）地域・職域連携推進事業
(２）在宅緩和ケア対策推進事業
(３）入退院調整ルール策定・運用事業
(４）糖尿病発症予防・糖尿病性腎症重症化予防対策事業

４　健康づくり・栄養関係   ---------------------------------------------47
(１）指導・支援実績
(２）特定給食施設等指導
(３）食環境整備
(４）栄養調査

５　結核・感染症   ---------------------------------------------- 50
(１）結核
(２）感染症
(３）肝炎治療費助成事業
(４）特定感染症対策（相談及び検査）事業
(５）結核・感染症集団発生事例
(６）新興感染症対策

６　精神保健福祉   --------------------------------------------- 59
(１）精神障がい者の保護申請・通報・届出状況
(２）精神医療事務
(３）相談及び訪問指導 
(４）こころの健康相談 
(５）日南串間地域精神保健福祉協議会
(６）地域移行支援
(７）自殺対策

７　難病対策   ------------------------------------------------- 63
(１）特定医療費（指定難病）受給者証交付状況（市別・疾患別）
(２）特定医療費（指定難病）申請・届出事務取扱件数
(３）相談及び訪問指導実施状況
(４）難病患者在宅療養支援事業

８　骨髄バンク登録推進事業   ------------------------------------------------66
(１）骨髄提供者登録状況
(２）集団登録受付状況



Ⅲ　衛生環境課
１　食品衛生   -------------------------------------------------- 69

(１）市別食品関係施設数及び監視件数 　
(２）食品の収去検査 　
(３）不良食品（苦情処理を含む）発生件数 　
(４）食中毒発生件数 　
(５）免許関係 　
(６）対ＥＵ輸出に係る検査

２　動物管理   -------------------------------------------------- 74
(１）犬の登録及び注射頭数 　
(２）狂犬病予防業務実績 　
(３）犬取締条例関係業務実績 　
(４）猫の引取 　
(５）特定動物の飼育許可施設 　
(６）動物愛護関係 　
(７）化製場等許可施設数

３　薬務及び献血   ---------------------------------------------- 78
(１）市別薬事業態数 　
(２）薬務関係許可・更新等の処理件数 　
(３）市別計画に対する献血状況 　
(４）薬物乱用防止指導員日南地区協議会
(５）日南・串間地区献血推進連絡協議会

４　生活衛生関係   ---------------------------------------------- 81
  生活衛生関係営業施設数及び監視件数

５　大気保全   -------------------------------------------------- 82
(１）市別大気関係特定施設届出数
(２）立入検査件数

６　水質保全   ------------------------------------------------- 84
(１）市別水質関係特定施設届出数
(２）立入検査件数

７　浄化槽   -------------    -------------------------------------------86
(１）浄化槽設置基数
(２）浄化槽設置届出数

８　土壌汚染   -------------    -------------------------------------------86
(１）指定届出区域告示件数
(２）一定の規模以上の土地の形質変更届出数

９　ダイオキシン類対策   ------------------------------------------- 87
(１）特定施設設置数
(２）ダイオキシン類対策特別措置法に基づく届出・報告数

10　フロン類対策   ------------------------------------------- 87
(１）登録業者数
(２) フロン排出抑制法に基づく申請・届出数

11　廃棄物   ------------------------------------------------- 88
(１）一般廃棄物処理施設数
(２）産業廃棄物処理施設数
(３）産業廃棄物処理業者数
(４）産業廃棄物処理業許可申請・届出数
(５）一般廃棄物及び産業廃棄物処理施設設置許可申請・届出数
(６）監視件数

12　使用済自動車の再資源化（自動車リサイクル法関係）   ----------- 90
(１）使用済自動車の再資源化等に関する法律関連の事業者数
(２）使用済自動車の再資源化等に関する法律に基づく申請・届出数

13　温泉   ----------------------------------------------------- 90
(１）利用許可施設数及び監視件数
(２）許可申請数

14　苦情処理   ------------------------------------------------ 91
15　啓発活動   ------------------------------------------------ 91

(１）水辺環境学習
(２）啓発事業

16　監視指導   ---------------------------------------------------93
(１）食品関連施設監視指導
(２）薬事監視指導
(３）毒劇物監視指導
(４）麻薬等取扱施設監視指導
(５）建築物の衛生管理監視指導
(６）水道監視指導
(７）講習会実施状況



資　料　編

人口動態調査結果表   ---------------------------------------------103
(１) 年齢別死亡数（１０歳階級別）
(２) 年齢別自殺者数（１０歳階級別）
(３) 出生順位別出生数
(４) 母の年齢階級別出生数
(５) 低体重児別出生数・率

母子保健   -------------------------------------------------------105
(１) 妊娠週数別妊娠届出数
(２) 妊婦一般健康診査受診状況（医療機関委託分）
(３) 乳児一般健康診査受診状況（医療機関委託分）
(４) 乳児一般健康診査受診状況（市実施分）
(５) １歳６か月児健康診査受診状況
(６) ３歳児健康診査受診状況
(７) 未熟児養育医療給付状況（新規）
(８) 育成医療給付状況（新規）

歯科保健   ---------------------------------------------------------------109
(１) １歳６か月児歯科健康診査結果
(２) ３歳児歯科健康診査結果

成人・老人保健   ----------------------------------------------------------111
 がん検診受診者

健康づくり・栄養改善関係   ------------------------------------------112
(１) 管内栄養士数
(２) 給食施設数及び栄養士配置状況
(３) 食生活改善推進員数
(４) 管内栄養指導実績

各種協議会委員名簿   -----------------------------------------------115

  日南保健所運営協議会

　日南串間地域医療構想調整会議

　日南保健所地域歯科保健推進協議会

  県南在宅緩和ケア推進連絡協議会

　日南串間地域・職域連携推進協議会

　日南串間糖尿病対策協議会

  日南串間地域精神保健福祉協議会

  日南串間地域精神障がい者地域移行支援協議会

  日南串間地域自殺対策推進協議会

　難病対策地域協議会

　動物愛護推進協議会日南支部



第  １  章

総        括

1



2



 

１ 日南保健所の概要 

１）管内略図（２市） 

面   積 ８３１．２８ ㎞² 
世 帯 数 ２７，９１２ 世帯 
管内人口 ６１，２３８ 人 
（令和７年４月１日現在推計人口）   

※宮崎県統計調査課公表  
  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 当地域は県南部に位置し、西は鹿児島県、東は日向灘に面しています。日南市・串間市

の２市からなり、温暖な気候を生かした超早場米やみかんの栽培、火山灰土壌の地質を生

かした甘藷の栽培が盛んに行われ、飫肥杉による林業、カツオ・マグロの遠洋漁業と併せ

て基幹産業となっています。 
 交通は、ＪＲ日南線のほか国道２２０号線が主要幹線ですが、令和５年３月に東九州自

動車道「清武南 IC～日南北郷 IC 間」が開通し、宮崎市と日南市間の移動時間が大幅に短

縮されました。また、重要港湾である油津港は国際貿易港として貨物の取扱いを行ってい

るほか、大型クルーズ船寄港による観光客の海の玄関としての役割も果たしています。 
観光地としては、風光明媚な日南海岸国定公園や都井岬、神話伝説で有名な鵜戸神宮、

国の重要伝統的建造物群保存地区である飫肥城下町などを有し、ＪＲ九州が運行する日南

線観光列車「海幸山幸」の利用もあり、毎年多くの観光客が訪れています。 

日南市 

面 積 536.11 ㎞² 

世帯数 21,158 世帯 

人  口  46,392 人  

串間市 

面 積  295.17 ㎞² 

世帯数   6,754 世帯 

人 口  14,846 人 

日南海岸 

油津 

南郷 

串間 

大島 

 

都井岬 

日南 

飫肥 

幸島 

北郷 
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２）　沿　革

昭和 19年 9 月 日

22年 9 月 日

25年 1 月 日

26年 2 月 日

30年 2 月 日

31年 4 月 日

34年 1 月 日

39年 6 月 日

46年 3 月 日

平成 9年 4 月 日

11年 2 月 日

15年 10 月 日

17年 4 月 日 南部犬管理所を日南動物保護管理所に名称変更

21年 3 月 日

29年 3 月 日

30年 10 月 日

　（１） 土  地

６，４５３．１０㎡

　（２） 建  物

１，４０３．７４㎡

３００．００㎡

１１．２５㎡

１０．２３㎡

日南保健所大気汚染監視測定局舎

日南市吾田西１丁目５番１０号に住居表示変更

地域保健法の全面施行に伴い、日南保健所と串間保健所を統合し、日
南保健所で業務開始

6

日南市大字戸高６５７番地に鉄筋コンクリート造２階建の新庁舎を建
設・移転

1

31 日南動物保護管理所を廃止

1

1

日南市大字戸高３９２番地に鉄筋コンクリート造２階建を移転新築

18

1

1

30

1 飫肥町、吾田町、油津町、東郷村が合併し、日南市となる
飫肥保健所を日南保健所に名称変更

飫肥新町・梅の家（元料亭）を買収し、飫肥保健所として設置
管轄区域を南那珂郡（４町１２村）とし、業務開始

福島保健所開設に伴い、１町５村（福島町、北方村、大束村、
本城村、都井村、市木村）を移管

日南市大字板敷８２７２番地に木造平屋建を移転新築

年　　月　　日 概　　　　　　　　　　        　　　　要

鵜戸村、細田町が日南市に合併

酒谷村、榎原村大窪地区が日南市に合併

北郷村が町制施行

日南市大字上方狼ヶ平２９３０番地のイに南部犬管理所を新築

1

11

1

28

３）　施設の概要

本 館

車 庫 棟

30 北郷町、南郷町が日南市に合併

26 日南動物保護管理所の敷地・建物を財産総合管理課へ所管換え

油津小学校大気汚染監視測定局舎

保健所庁舎敷地
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４）　組織機構及び業務内容
1 庶務一般に関すること

2 所務の企画及び総合調整に関すること

3 地域保健に関する調査及び研究に関すること

4 人口動態統計その他地域保健に係る統計に関すること

5 庁舎の維持管理に関すること

6 医療機関、介護保険施設等の指導監督に関すること

7 医師その他の保健医療従事者に関すること

8
9 保健所運営協議会に関すること

10 他課の主管に属さないこと

1 母子保健に関すること
2 小児慢性特定疾病医療費助成及び自立支援事業に関すること
3 不妊・不育症治療費助成に関すること
4 歯科保健に関すること
5 健康づくり及び健康増進に関すること

6 がん対策・在宅緩和ケアに関すること

7 糖尿病発症予防・糖尿病性腎症重症化予防に関すること

8 栄養指導及び栄養調査に関すること

9 肝炎治療費助成に関すること

10 エイズ・特定感染症対策に関すること

11 骨髄バンク登録推進に関すること

12 受動喫煙防止対策に関すること

13 保健師等の人材育成及び資質の向上に関すること

　1 結核・感染症に関すること

2 感染症発生動向調査事業に関すること
3 特定医療費（指定難病）に関すること
4 難病相談、訪問支援事業に関すること

5 精神保健及び精神障がい者の福祉に関すること

6 精神病院の実地指導に関すること

7 自殺対策に関すること

8 精神障がい者の地域移行に関すること

9 健康危機管理（新型インフルエンザ等）に関すること　 

1 廃棄物の処理及び清掃に関すること

2 大気、水質及び土壌環境の保全に関すること

3 浄化槽に関すること

4 公害その他の環境に関する苦情の処理に関すること

5 環境教育､環境学習その他環境保全活動に関すること

6 温泉に関すること

1 食品衛生及び乳肉衛生に関すること

2 調理師、製菓衛生師及びふぐ処理師に関すること

3 理容師、美容師及びクリーニング師に関すること
4

所等の衛生保持に関すること

5 建築物の衛生対策に関すること

6 化製場等に関すること
7 ねずみ、昆虫等の駆除の指導に関すること
8 薬局、医薬品、医療機器その他薬事に関すること
9 麻薬、向精神薬、覚醒剤等に関すること
10 医薬分業に関すること
11 毒物及び劇物に関すること

12 狂犬病予防に関すること

13 動物の飼養及び保管に関すること
14 献血に関すること

1 食品関連施設の監視指導に関すること
2 薬事監視指導に関すること
3 毒劇物の監視指導に関すること
4 麻薬取扱施設の監視指導に関すること
5 建築物の衛生管理・監視指導に関すること

※兼務職員は中央保健所常駐 6 水道施設の監視指導に関すること

職員の配置状況（令和７年４月１日現在）

※（ ）は兼務職員外数

7 1 2 1 2 2 14 （単位：人）

（１） （１）（５）

薬

剤

師

次
　
長

所
　
長

総務企画課 総務企画担当

原子爆弾被爆者に関すること

健康管理担当

健康づくり課

疾病対策担当

旅館、興行場、公衆浴場、理容所、美容所、クリーニング

29

総
　
　
数

事
　
　
務

技　　　　　術

医

 
師

保

健

師

管
理
栄
養
士

獣

医

師

化

　
学

衛生環境課
（日南・中央・
高鍋保健所兼

務）

監視指導担当
（日南・中央・高
鍋保健所兼務）

衛生担当

衛生環境課

環境対策担当
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２ 重点事業 

1）令和６年度重点事業(評価） 
（１）健康危機管理体制の整備促進 

職員への個人防護具着脱等の訓練及び感染症患者隔離搬送用具等の使用手順の確認、 
感染症蔓延期における所内対応および業務内容についての研修、IHEAT 要員に対する 
への研修を行い、所内体制の強化を図りました。 

 
（２）結核・感染症対策の推進 

結核対策として、DOTS 訪問等を通して結核患者が確実に治療完遂できるよう支援し

ました。さらに結核患者の接触者健診及び全結核患者の管理検診の適切な実施、医療従

事者向けの結核研修会を行うなど、結核の早期発見・まん延防止に努めました。 
   感染症対策として、新興感染症医療コーディネーターや管内の医療機関の医師間でコ 

ロナ禍の振り返りや課題の抽出等を行う意見交換会を設けることで、新興感染症発生時 
に向けた課題把握と関係機関との連携強化に取り組みました。また、管内の事業所や高 
齢者入所施設等の従事者向けに研修を実施し、各施設の感染対策責任者の育成に取り組 
みました。 

     エイズ対策については、エイズ相談・HIV 検査や啓発活動等を行い、エイズに関する

正しい知識の普及啓発を図りました。 
 

（３）精神保健福祉対策（自殺対策）の推進 
   精神障がい者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、また、長期に入院してい 

   る精神障がい者の地域生活への移行を促進するため、協議会等を開催し、関係機関と連 

   携を図りながら、地域での取り組みを共有、検討しました。 
   自殺対策については、自殺対策推進協議会等を開催し、関係機関との情報共有と連携 

   強化を図りました。 
   また、来所者への自殺対策啓発をおこない、特に 9 月の自殺予防週間、3 月の自殺対 
  策強化月間では、啓発ブースの設置や 2 市と協働した啓発活動に取り組みました。 

さらに、日頃から子どもと接する支援者を対象に、子どものＳＯＳへの気づきや気づ

いた際の対応を学ぶ研修会を実施しました。 
 
（４）母子保健対策の推進        

 小児慢性特定疾病児童等とその家族が安心して生活できるように、患児や家族に対

し、相談対応を行いました。 
 災害対策として、要支援者リスト及び災害時個別シートを作成し、災害時を想定した

具体的な備えができるよう、家族・関係機関等との情報共有を図りました。 
 

（５）健康づくりの推進 
「健康みやざき行動計画２１（第３次）」の推進のため、健康づくりや栄養改善に

向けた普及啓発を行ったほか、県民の健全な食生活の実践をサポートするために“ベ

ジ活応援店”“適塩事業”の普及など食環境の整備に努めました。 
さらに、特定給食施設等の指導を通して、給食施設における栄養管理の充実を図る

とともに、管内の管理栄養士・栄養士が最新の情報を取得し連携体制の構築を図るこ

とを目的に研修会を開催しました。 
 

（６）成人・老人保健対策の推進 
地域・職域連携推進協議会では、地域保健と職域保健の連携による健康づくりの推進

のため、健康経営に関する情報共有を行いました。 
糖尿病対策では重症化予防のための連携を推進するため、日南串間糖尿病対策協議会

を開催し、関係機関と課題の情報共有を図りました。 
がん患者及び家族等が最後まで住み慣れた地域で安心して療養生活が送れるよう、在

宅緩和ケアに関わる関係機関間で「第３期宮崎県がん対策推進計画」に基づいた管内の

6



 

現状について情報共有を行いました。 
さらに、退院後、介護が必要な患者が適切な支援を切れ目なく受けられるように管内

の関係者と医療機関・介護支援専門員間での入退院調整ルールにおける課題や現状につ

いて情報共有を図りました。 
 
（７）歯科保健対策の推進 

生涯にわたる歯と口腔の健康づくりの推進に向けて、歯と口の健康づくりの意識の向

上及び正しい知識の普及啓発を行いました。 
 

（８）難病対策の推進 
患者や家族の悩み、不安等に対応するため、電話・面接相談や保健師等による家庭訪

問を行いました。特に災害時の備えについて確認し、地域協議会においては、管内の関
係者とともに現状や課題について情報共有を図りました。 

 
（９）廃棄物の適正処理の推進と環境教育 

    廃棄物監視員による廃棄物処理施設等への立入指導や、廃棄物排出事業者への講習等 
   の啓発を行いました。また、水辺環境教育等は市の協力を得て、小学校４校に対して実 
   施しました。 
 

（10）薬物乱用防止の推進 
 薬物乱用による社会問題が依然として発生していることから、薬物乱用防止に対する
啓発に取り組みました。また、管内小中高等学校や事業所と連携して薬物乱用防止教室
を１７カ所、８７３名に対して実施しました。 

 
（11）食品衛生の推進 

 令和６年度宮崎県食品衛生監視指導計画に基づき、食中毒予防の啓発、計画的な食品
収去検査をおこないました。ノロウイルスによる食中毒が全国で発生していることか
ら、衛生講習会において、調理従事者の健康管理や正しい手洗い方法を重点的に指導し
ました。 
 

（12）犬・猫の適正飼養及び動物愛護の普及啓発の推進 
犬・猫の引取り相談に対しては、終生飼養の啓発、譲渡努力の推進を粘り強くおこな

いました。 
また、「犬のしつけ方教室」を開催し、基本的なしつけをおこなうことで、問題行動

は改善できることを指導しました。 
 

  （13）狂犬病予防の推進 
    市、獣医師会と協力して狂犬病予防注射接種率の向上に向けた取組および広報活動を 
   行いました。 
 

(14) 地域医療構想調整会議の開催 
地域医療構想の実現に向け、管内２市や医師会、歯科医師会、病院団体等による地域

医療構想調整会議を開催し、将来の必要病床数や病床機能等について協議を行いました。 
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２）令和７年度重点事業(計画） 
 
(１) 健康危機管理体制の整備促進 
   地域住民の生命・健康の安全を脅かす事態に迅速・的確に対応するため、情報収集や情報 
  の共有、管内の市や関係機関との連携および人材の育成を実施し、地域の健康危機管理体制 
  の整備促進に努めます。 
      
(２) 結核・感染症対策の推進 
     結核対策については、高齢者対策の強化として介護施設等の従事者向けに研修会をブロッ

ク別で実施します。また、結核患者が確実に治療完遂できるよう支援します。 
   感染症対策については、新興感染症発生及び流行等を想定し、市町村や医師会、医療機関

等の関係機関との連携強化を図ります。また、高齢者入所施設等においては、研修会や実地

指導等を通じて各施設の管理者の育成、感染対策の水準向上に取り組みます。 
    エイズ予防対策については、エイズ相談・HIV 検査、「世界エイズデー」に合わせた啓発 

  コーナーの設置等を通じ、エイズに関する正しい知識の普及啓発の推進を図ります。 
 
(３) 精神保健福祉対策の推進 
   精神障がい者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、また、長期に入院している精 

  神障がい者の地域生活への移行を促進するため、協議会や担当者会等により関係機関と連携 

  を図ります。また、地域住民や関係機関に対して、精神保健福祉や自殺対策に関する知識の 

  普及啓発や体制整備を図り、地域全体としての精神保健福祉対策の推進に努めます。 
 
(４) 母子保健対策の推進 

 個別相談や家庭訪問、講演会等を実施し、小児慢性特定疾病児童等とその家族が安心して

生活できるよう支援します。また、災害時に備え、関係機関との連携を図ります。 
 周産期保健医療体制づくり連絡会において、周産期及び産後の保健医療体制を構築し、保 

健・医療・福祉の連携のもと、ハイリスク妊産婦・児へのフォロー体制を整えます。 
 
(５) 健康づくりの推進 

 「健康みやざき行動計画２１（第３次）」の推進のため、社会環境の質の向上に着目した

自然に健康になれる環境づくりや、健康増進のための基盤の整備等を更に推進するとともに、

ライフコースアプローチを通した健康づくりの推進を図ります。 
 さらに、計画的・効果的な特定給食施設指導を実施するとともに、科学的知見に基づいた

最新の情報を発信し、地域全体の栄養改善に取り組みます。 
 
(６) 成人・老人保健対策の推進 

各協議会（日南串間地域・職域連携推進協議会、日南串間糖尿病対策協議会、県南在宅緩

和ケア推進協議会）において、地域の健康課題を抽出し、関係機関・団体との連携を強化し、

課題を共有することで、地域一体となった課題解決に向けた取り組みを協議・提案し、自ら

推進します。 
 
(７) 歯科保健対策の推進 

「むし歯の予防」「歯周病の予防」「歯の喪失予防」の３点を柱として、生涯を通した歯

の健康づくりを推進します。 
また、むし歯予防対策に効果的な集団フッ化物洗口の継続実施や成老人歯科保健の推進に

ついて、関係機関との連携を図り支援を行います。 
 
(８) 難病対策の推進 

難病患者が安心して在宅療養することができ、ＱＯＬの向上が図られるよう、個別相談や

家庭訪問等を行い、関係機関と連携しながら支援していきます。 
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     また、難病対策地域協議会を開催し、難病患者の支援体制の整備を図ります。特に災害時 

  に備え、災害時要支援者リストを作成するとともに、関係機関との情報共有の体制の構築を 

  図り、災害時の難病患者の安全の確保に繋げます。 
 
(９) 廃棄物の適正処理の推進と環境教育 
   廃棄物処理施設や廃棄物排出事業者への立入・指導を強化するとともに、廃棄物の適正処 

  理の推進のために講習会等を通じて啓発を行います。 
   また、地域の環境に関心を持ち、環境の保全等に責任持って行動することを目的として、 

  次世代を担う子どもたちに環境教育を行います。 
 
(10) 薬物乱用防止の推進 
   薬物乱用による社会問題が依然として発生していることから、関係機関と連携して小・中 
  ・高校生等を対象に薬物乱用防止教室を開催し、また「薬物乱用防止キャンペーン」の実施 
  を通じて、引き続き地域住民への啓発強化を図ります。 
 
(11) 食品衛生の推進 
   令和７年度宮崎県食品衛生監視指導計画に基づき、計画的・効率的な監視、食品収去検 

  査及び科学的知見に基づく衛生指導を推進します。特にノロウィルス対策として、集団食中 

  毒予防の観点から給食施設に対する立ち入りを強化するとともに、衛生講習会で食中毒の予 

  防対策を啓発します。また、HACCP（ハサップ）の考え方を取り入れた衛生管理の普及啓 

  発をおこないます。 
 

(12) 犬・猫の適正飼養及び動物愛護の普及啓発の推進 
   「動物の愛護及び管理に関する法律」に基づき、終生飼養の啓発及び飼養管理に関する指 

  導・助言を行います。 
   また、犬の適正飼養のための講習会「犬のしつけ方教室」を随時開催するとともに、動物 

  愛護の普及に向け、児童を対象とした講習会を行います。 
 
(13) 狂犬病予防の推進 
   狂犬病は、犬を介する特異な「人への感染症」であることを、飼い主はもとより犬を飼っ 
  ていない住民にも知識の普及を図り、狂犬病を防疫する環境づくりを市・獣医師会等と協力 
  して行います。 
 
(14) 地域医療構想調整会議の開催 
   地域医療構想の実現に向け、管内２市や医師会、歯科医師会、病院団体等による地域医療 
  構想調整会議を開催し、将来の必要病床数や病床機能等について協議を行います。 
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３ 定例業務一覧 

事  業  名 開 設 日 
予約の要否 
受付時間   

目的及び対象者 
実 施 

場 所 

こころの健康相談 
 原則 
 毎月第４木曜日 
 

要予約 
   午後 

こころの健康に不安や悩みを

持つ人を対象に、精神科医師

が相談に応じる。 

日 南 

保健所 

骨 髄 バ ン ク 登 録 毎月第２木曜日 
要予約 

13：30～15：00 

骨髄移植に対する理解を深

め、骨髄バンクドナー登録者

の増加を図る。 

エ イ ズ 相 談 
特 定 感 染 症 相 談 

 相談： 随  時 
 検査：第２木曜日 

検査：要予約 
13：30～15：00 

エイズ及び性感染症等に対す

る正しい知識の普及を図るた

め、相談・検査を行う。 

精神保健福祉相談 

随 時 9：00～16：00 

精神保健に不安を持つ人を対

象に保健師が相談に応じる。 

難 病 相 談 
難病患者や家族に対して、療

養上の相談に応じる。 

栄養に関する相談 随 時 
面接の場合、要予約 

9：00～16：00 
食事・栄養相談に応じる。 

食 品 衛 生 相 談    
 
 
   随 時 
 
  
 

  
 
 9：00～16：00 
 
  

食品関係営業に関わる各種相

談に応じる。 

薬 事 相 談 
薬事関係に関わる各種相談に

応じる。 

生 活 衛 生 相 談 
生活衛生関係営業に関わる各

種相談に応じる。 

犬・猫の譲渡相談 随 時  9：00～16：00 
犬、猫の譲渡に関する相談に

応じる。 

犬のしつけ方教室 
 

随 時 
 

要予約 
13：30～15：00 

犬の適正飼養普及のため、希

望する住民を対象に、飼い犬

同伴（夏季は飼い主のみの参

加）で実施する。 
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４ 附属機関等 

 

 １）日南保健所運営協議会 

   保健所の運営について、関係行政機関及び医療関係団体等に所属する学識経験者等の意 

  見を聴き、地域住民に直結した行政機関として充実することを目的としています。 

 

 ２）日南串間地域医療構想調整会議 

      地域医療構想を推進するため、将来の必要病床数の把握、地域の病院・有床診療所が担 

  うべき病床機能等について協議することを目的としています。 

 

 ３）日南保健所地域歯科保健推進協議会 

 歯の健康づくり推進事業の一環として、管内における歯科保健の実態を把握し、歯の健

康づくりに必要な対策を推進することを目的としています。 

 

 ４）日南串間地域・職域連携推進協議会 

地域保健と職域保健の連携により、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制を整

備し、県民の健康増進を図ることを目的としています。 

 

 ５）県南在宅緩和ケア推進連絡協議会 

がん患者が住み慣れた自宅等で療養ができるように、地域がん診療連携拠点病院を中心 

にネットワーク体制を構築することを目的としています。 

 

 ６）県南地域周産期保健医療体制づくり連絡会 

ハイリスクの妊産婦及び乳幼児について、保健所を中心とした地域の関係機関が定期的

に情報交換を行い、保健・医療・福祉の連携のもとに一貫した指導・支援を実施し、母親

が安心して子育てができ、児の健全な育成を図ることを目的としています。 

 

 ７）日南串間糖尿病対策協議会 

糖尿病の発症及び糖尿病性腎症の重症化予防の円滑な推進並びに関係団体の連携強化を

図ることを目的としています。 

 

 ８）日南串間地域精神保健福祉協議会 

   関係機関による意見交換及び知識の普及啓発等を行い、管内における精神保健福祉活動 

  の推進を図ることを目的としています。 

 

 ９）日南串間地域精神障がい者地域移行支援協議会 

   精神障がい者の地域生活への移行を促進するため、地域の社会資源を把握し、体制整備 

  に係る調整や研修会を企画・実施するなど、精神障がい者に対し円滑な支援を行うことを 

  目的としています。 

  

 10）日南串間地域自殺対策推進協議会        

   関係機関における自殺対策状況についての情報共有を行い、地域のネットワーク体制を 

  構築することを目的としています。 

11



 

 11）難病対策地域協議会 

   難病対策における管内の状況や課題について関係機関と共通認識を図り、難病患者の支 

  援体制の整備を行うことを目的としています。 

 

  12）動物愛護推進協議会日南支部 

   動物の愛護及び適正な飼養についての普及啓発を推進し、人と動物とが共存できる心豊 

  かな社会づくりを目的としています。 
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管内の主な動きと状況

第　２　章
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１　数字で見た主な状況

Ｐ２５ Ｐ２６

　　・出生　　 ２７３人
　　・死亡 １，３２２人
　　・婚姻　　 １３４件
　　・離婚　 　１０８件
　　 　（令和５年 ）

　　　　　　　・人口  　６２，３０７人　
　　　　　　　･世帯　  ２８，２４６世帯

（ 令和6年10月1日現在 ）

Ｐ２６

・三大死因別死亡数
・高齢化率　 ４２．１％ ６１３人（全死亡数の46.3%）

（ 令和6年10月1日現在 ） （ 令和５年 ）

Ｐ３３ Ｐ３３

　　　・医療施設数
　　　　　 病院 ９、診療所 ６３、歯科 ２１ ・病床数 　１，６０３床

（ 令和7年3月31日現在 ） （ 令和7年3月31日現在 ）

Ｐ３４ Ｐ３３

　　　   　・介護老人保健施設数　　 ５
　　　   　・介護医療院数　　　　　　　１ ・医師数　１７３人　・歯科医師数　３７人

（ 令和7年3月31日現在 ） （ 令和4年１2月3１日現在 ）

15



２　主な業務

Ｐ５１ Ｐ５７

・結核登録患者　１２人 ・ＨＩＶ相談　９２件
（ 令和６年１２月３１日現在 ） （ 令和６年度 ）

Ｐ６０ Ｐ６３、６４

 
・精神相談  ４０４件 ・特定医療費（指定難病）受給者数 ５９４人

（ 令和６年度 ） （ 令和７年３月31日現在 ）

Ｐ４１ Ｐ４８

・特定給食施設等指導
延　７２施設

（ 令和７年３月３１日現在 ） （ 令和６年度 ）

　　・実習受入状況
　　　　 臨床研修医　　　３人
　　　　 保健師　　　　　　８人（２校）
　　　 　管理栄養士　　　２人（１校） ベジ活応援店登録数　１７店舗

（ 令和６年度 ） （ 令和６年度 ）

・小児慢性特定疾患治療研究事業
受給者数   ８０人

16



Ｐ７２ Ｐ７３

　　　　　　・食品収去検査
検査件数　８９件　 　・食中毒発生件数　０件

（ 令和６年度 ） （ 令和６年度 ）

Ｐ７４ Ｐ７４

                ・畜犬登録（新規）　１６９頭
                ・注射頭数　     ２，１２１頭 ・犬捕獲・引取り頭数　２９頭

（ 令和６年度 ） （ 令和６年度 ）

Ｐ８９ Ｐ２０、２１

・健康教育対象者　１，６９４人
         　      健康づくり課　     　　１１人

・廃棄物処理施設・処理業者等 　　　　　　　  衛生環境課　 　１，６１４人
監視指導件数　 １，０５８件        　        監視指導担当　　　　６９人

（ 令和６年度 ） （ 令和６年度 ）

Ｐ６９～７１、９３～９５

　

　・食品関連施設監視指導の状況
監視件数　３４２件　

（ 令和６年度 ）

17



事業
月 総 務 企 画 課 健 康 づ く り 課 衛 生 環 境 課

・食品営業許可更新講習会

・狂犬病予防注射広報

・日南地区美容組合表彰

・串間地区理容組合表彰

・犬のしつけ方教室

・管内保健師・管理栄養士等連絡会 ・海水浴場採水（遊泳期間前）

・禁煙週間　啓発活動（５月３１日～６月６日） ・事業場排出水採水

・入退院調整ルール策定・運用事業研修会 ・「水辺の学習」

・入退院調整ルール策定・運用事業第１回担当者会議 ・地区食品衛生協会所長表彰

・不正大麻、けし撲滅運動月間（管内巡回指導）

・犬のしつけ方教室

・日南串間地区食品衛生指導員部会研修会

・狂犬病予防注射広報

・HIV検査普及週間　啓発活動 ・事業場排出水採水

・歯と口の健康週間　啓発活動 ・公共用水域水質測定

・管内母子保健担当者会議 ・食品衛生責任者講習会

・日南串間地域・職域連携推進協議会 ・「水辺の学習」

・看護学実習（宮崎大学） ・「環境の日」キャンペーン

・糖尿病性腎症重症化予防研修会 ・建設リサイクル法に関する全国一斉パトロール

・日南串間地域精神保健福祉協議会理事会 ・対ＥＵ輸出水産食品認定施設（厚生局査察）

・日南串間地域精神障がい者地域移行支援協議会 ・薬物乱用防止教室

・犬のしつけ方教室

・特定給食施設等巡回指導 ・事業場排出水採水

・日南保健所地域歯科保健推進協議会 ・海水浴場飲食店巡回指導

・食品営業許可更新講習会

・公衆衛生関係業務研究発表会（書面）

・海水浴場採水（遊泳期間中）

・狩猟免許更新講習会（3回開催）

・薬物乱用防止指導員協議会

・薬物乱用防止教室

・犬のしつけ方教室

・特定給食施設等巡回指導 ・遊泳プール立入調査

・日南串間糖尿病対策に係る担当者会議 ・食品衛生月間

・GLP(食品検査信頼性確保に関する業務管理)内部点検

・水辺の教育

・日南保健所運営協議会

・健康増進月間　啓発活動 ・犬のしつけ方教室

・医療監視（～２月）

・自殺予防週間　啓発活動

・特定給食施設等巡回指導

・入退院調整ルール策定・運用事業第2回担当者会議（書面開催）

・日南串間糖尿病対策協議会

・日南串間地域・職域推進協議会担当者部会

・女性の健康づくり講演会

・高齢者入所施設感染対策研修会（第１回）

7月

・第1回日南串間地域医療構想調
整会議

・第2回日南串間地域医療構想調
整会議（書面開催）

・第１回被爆者健診

・介護保険事業所運営指導（～
９月）

８月

３　令和６年度の主な出来事・事業

４月

９月

５月

６月
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事業
月 総 務 企 画 課 健 康 づ く り 課 衛 生 環 境 課

・第２回被爆者健診　 ・適塩普及啓発事業（～１２月） ・事業場排出水採水

・特定給食施設等巡回指導 ・食品衛生責任者講習会

・入退院調整ルール策定・運用事業　病院協議会 ・食品営業許可更新講習会

・国民健康・栄養調査 ・衛生環境県南ブロック会議

・日南串間地域精神障がい者・家族・支援者交流会第１回実務担当者会 ・浄化槽適正管理推進月間（街頭啓発キャンペーン）

・日南串間地域精神障がい者地域移行支援協議会第1回実務担当者会 ・産業廃棄物適正処理啓発

・高齢者入所施設感染対策研修会（第２回） ・薬物乱用防止キャンペーン

・建設リサイクル法に関する全国一斉パトロール

・犬のしつけ方教室

・産業廃棄物排出事業者講習会

・地下水水質測定

・レジオネラ属菌汚染防止対策講習会

・被爆者がん検診 ・クリーンアップ宮崎

・在宅緩和ケア推進連絡協議会 ・不法投棄防止キャンペーン

・入退院調整ルール策定・運用事業第3回担当者会議 ・理美容師衛生管理講習会

・地域保健機能強化推進事業研修会 ・街総ぐるみ献血（日南市）

・日南串間地域自殺対策推進協議会 ・狂犬病予防注射広報

・日南保健所難病対策地域協議会 ・犬のしつけ方教室

・日南串間地域精神障がい者・家族・支援者交流会第２回実務担当者会 ・北郷産業まつり監視

・高齢者入所施設感染対策研修会（第３回） ・事業場排出水採水

・感染管理認定看護師との施設訪問（高齢者入所施設） ・浄化槽　戸別訪問（串間地区）

・臨床研修医受入れ ・世界エイズデーキャンペーン、HIV・特定感染症夜間検査 ・事業場排出水採水

・特定給食施設等巡回指導 ・公共用水域水質測定

・高齢者のフレイル対策に係る研修会・地域の歯科保健課題解決のための研修会

・小児慢性特定疾病児童等講演会

・日南保健所難病対策地域協議会

・入退院調整ルール策定・運用事業　病院ケアマネ合同協議会

・骨髄バンク集団登録会

・公衆栄養学臨地実習（南九州大学）

・精神科病院実地指導及び病状実地診査

・日南串間地域自殺対策推進協議会担当者会

・日南串間地域精神障がい者・家族・支援者交流会第３回実務担当者会

・日南串間地域精神障がい者・家族・支援者交流会

・IHEATおよび所内職員研修

・医療機関等従事者結核研修会

・准看護師受験願書受付 ・日南保健所コホート検討会 ・食品営業許可更新講習会

・ベジ活キャンペーン　啓発活動（～２月） ・事業場排出水採水

・特定給食施設等巡回指導 ・薬事保健所長表彰

・日南串間地域・職域連携推進協議会 ・麻薬等取扱施設合同調査

・精神障がい者地域移行支援事業ピア・支援者交流会

・新興感染症医療コーディネーター及びIHEAT（医師）研修

・医療機関看護師等向け院内感染症対策研修

・薬物乱用防止教室

・特定給食施設等巡回指導 ・事業場排出水採水

・在宅緩和ケア推進連絡研修会 ・動物取扱責任者研修会

・県南地区地域周産期保健医療体制づくり連絡会 ・GLP(食品検査信頼性確保に関する業務管理)内部点検

・小児慢性特定疾病児童等講演会 ・献血推進連絡協議会

・健康づくり指導者研修会、管内管理栄養士・栄養士研修会 ・管内動物管理担当者会議

・自殺対策人材育成研修会

・女性の健康支援週間　啓発活動 ・犬のしつけ方教室

・自殺対策強化月間　啓発活動 ・対ＥＵ輸出水産食品認定施設（厚生局査察）

・日南串間地域精神障がい者地域移行支援協議会第２回実務担当者会

・しごと部会　感染症健康教育

・日南串間地域精神保健福祉協議会だより「潮騒」発行

・日南串間地域精神障がい者地域移行支援協議会　研修会

10月

11月

12月

・第４回日南串間地域医療構想
調整会議（書面開催）

・第３回日南串間地域医療構想
調整会議（書面開催）

３月

1月

２月
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４　健康教育実施状況

健康づくり課

項目(再掲） 回数 延人員 回数 延人員

1 11 3 56

結核 0 0 0 0

エイズ 0 0 0 0

その他の感染症 1 11 3 56

0 0 1 15

心の健康 0 0 0 0

職場でのメンタルヘルス 0 0 0 0

アルコール 0 0 0 0

自殺予防 0 0 1 15

その他 0 0 0 0

0 0 0 0

難病全般 0 0 0 0

0 0 0 0

こどもの発達 0 0 0 0

子どもの生活習慣病 0 0 0 0

0 0 2 48

高齢者の健康づくり 0 0 0 0

寝たきり防止 0 0 0 0

介護保険制度 0 0 1 24

その他 0 0 1 24

0 0 3 33

食育関係 0 0 0 0

生活習慣病予防関係 0 0 0 0

たばこと健康 0 0 0 0

地区組織活動 0 0 3 33

その他 0 0 0 0

0 0 0 0

歯科保健（８０２０運動含む） 0 0 0 0

0 0 0 0

こどもの心理 0 0 0 0

虐待防止 0 0 0 0

性教育 0 0 0 0

災害対策 0 0 0 0

骨髄バンク 0 0 0 0

合　　計 1 11 9 152

令和５年度

感染症

令和６年度

栄養・健康増進

歯科保健

その他

精神保健福祉

難病

母子保健

成人・老人保健
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衛生環境課

項           目 回 数 延人員 回 数 延人員

薬 事 17 873 15 852

薬物乱用防止 17 873 15 852

地区組織活動 0 0 0 0

食 品 12 324 12 300

食中毒対策全般・施設の衛生管理 12 324 12 300

食品の安全性 0 0 0 0

地区組織活動 0 0 0 0

環 境 23 409 23 379

理美容 1 61 1 60

公衆浴場 1 17 1 41

その他生活衛生営業施設 0 0 1 14

浄化槽 16 107 16 119

廃棄物 1 20 1 20

環境学習 4 204 3 125

その他 3 8 7 30

動物愛護 3 8 7 30

合　　計 55 1,614 57 1,561

中央保健所衛生環境課監視指導担当

項           目 回 数 延人員 回 数 延人員

食 品 2 69 1 60

集団給食 2 69 1 60

薬 事 0 0 0 0

販売業 0 0 0 0

合　　計 2 69 1 60

令和６年度 令和５年度

令和6年度 令和5年度
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第　３　章

管内の主な衛生の指標
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１　人口静態

    管内面積、人口及び世帯数

面 積 世 帯 数

(平方キロメートル) （ 戸 ） 計 男 女

1,030,361 487,140 543,221

(350,757) (149,531) (201,226)

62,307 29,274 33,033

(26,287) (11,207) (15,080)

1,040,711 491,786 548,925

(351,082) (149,651) (201,431)

63,608 29,925 33,683

(26,426) (11,246) (15,180)

※　（     )内の数字は６５歳以上の人口を示しています。

 管内の人口の推移

(19,302)
日南市

串間市

536.11 21,500

6,955
(7,124)

295.17

47,949

15,659

474,765

28,455

(11,097)

8,336

(3,041) (4,083)

22,602 25,347

(8,205)

7,323

6,834

管内計

7,735.22 473,366

※　世帯数、人口は「宮崎県の推計人口と世帯数（年報）」（宮崎県統計調査課）を資料にしています。                 

各年１０月１日現在

区 分
人 口

宮崎県

831.28

7,735.22

管内計 831.28 28,246

21,412

宮崎県

日南市 536.11

串間市 295.17

22,214 24,952

(4,046)(3,033)(7,079)

(11,034)(8,174)(19,208)

15,141

（単位：千人）

令
 
和

年
 
度

6

令
 
和

5

年
 
度

7,060 8,081

47,166
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80

元年 2年 3年 4年 5年 6年

管内

日南市

串間市
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２　人口動態

（１）令和５年人口動態

727,288 (6.0) 6,502 (6.2) 273 (4.3) 207 (4.3) 66 (4.2)

1,576,016 (13.0) 16,212 (15.6) 1,322 (20.8) 931 (19.4) 391 (25.0)

1,326 (1.8) 14 (2.2) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

600 (0.8) 4 (0.6) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

15,534 (20.9) 166 (24.9) 1 (3.6) 0 (0.0) 1 (14.9)

7,152 (9.6) 77 (11.5) 1 (3.6) 0 (0.0) 1 (14.9)

 8,382 (11.3) 89 (13.3) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

2,404 (3.3) 19 (2.9) 1 (3.6) 0 (0.0) 1 (14.9)

1,943 (2.7) 16 (2.5) 1 (3.6) 0 (0.0) 1 (14.9)

461 (0.6) 3 (0.5) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

382,504 (315.6) 3,633 (349.1) 296 (465.4) 215 (448.4) 81 (517.3)

三 男 221,360 (375.8) 2,113 (429.7) 179 (598.2) 127 (561.9) 52 (710.1)

大 女 161,144 (258.7) 1,520 (276.9) 117 (347.4) 88 (347.2) 29 (347.9)

死 231,148 (190.7) 2,615 (251.3) 222 (349.0) 154 (321.2) 68 (434.3)

因 男 113,133 (192.1) 1,166 (237.1) 86 (287.4) 61 (269.9) 25 (341.4)

別 女 118,015 (189.5) 1,449 (264.0) 136 (403.8) 93 (366.9) 43 (515.8)

死 104,533 (86.3) 1,108 (106.5) 95 (149.4) 50 (104.3) 45 (287.4)

亡 男 51,684 (87.7) 526 (107.0) 66 (220.6) 33 (146.0) 33 (450.6)

 女 52,849 (84.8) 582 (106.0) 29 (86.1) 17 (67.1) 12 (144.0)

474,741 (3.9) 3,592 (3.45) 134 (2.11) 104 (2.17) 30 (1.92)

183,814 (1.52) 1,796 (1.73) 108 (1.70) 80 (1.67) 28 (1.79)

※　全国は厚生労働省令和５年人口動態統計（確定数）、宮崎県及び市町村は宮崎県衛生統計年報を資料に

　しています。

※　諸率について、出生・死亡・婚姻・離婚は人口千対、乳児死亡・新生児死亡・早期新生児死亡は出生千

　対、死産は出産（出生＋死産）千対、周産期死亡・妊娠満22週以後の死産は出生＋満22週以後死産千対、

　三大死因別死亡は人口１０万対。

　串間市　（率）

悪性新生物
による死亡数

全国　　（率） 宮崎県　（率） 管内　（率）

周    産   期
死    亡   数

　日南市　（率）区        分

死  産  数

自    然

心疾患に
よる死亡数

脳血管疾患
による死亡数

人    工

婚  姻  数

離  婚  数

出   生   数

死   亡   数

乳        児
死   亡   数

新   生   児
死   亡   数

妊娠満２２週
以後の死産

早期新生
児死亡
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（全体再掲 男女）

順位 全国 (率) 宮崎県 (率) 管内 (率) 日南市 (率) 串間市 (率)

総 382,504 (315.6) 3,633 (349.1) 296 (465.4) 215 (448.4) 81 (517.3)

男 221,360 (375.8) 2,113 (429.7) 179 (598.2) 127 (561.9) 52 (710.1)

女 161,144 (258.7) 1,520 (276.9) 117 (347.4) 88 (347.2) 29 (347.9)

総 231,148 (190.7) 2,615 (251.3) 222 (349.0) 154 (321.2) 68 (434.3)

男 113,133 (192.1) 1,166 (237.1) 86 (287.4) 61 (269.9) 25 (341.4)

女 118,015 (189.5) 1,449 (264.0) 136 (403.8) 93 (366.9) 43 (515.8)

　

総 189,919 (156.7) 1,673 (160.8) 95 (149.4) 66 (137.6) 40 (255.4)

男 53,259 (90.4) 381 (77.5) 50 (167.1) 33 (146.0) 22 (300.4)

女 136,660 (219.4) 1,292 (235.4) 45 (133.6) 33 (130.2) 18 (215.9)

総 104,533 (86.3) 1,108 (106.5) 94 (147.8) 54 (112.6) 32 (204.4)

男 51,684 (87.7) 526 (107.0) 53 (177.1) 31 (137.2) 4 (54.6)

女 52,849 (84.8) 582 (106.0) 41 (121.7) 23 (90.7) 28 (335.9)

総 75,753 (62.5) 965 (92.7) 78 (122.6) 50 (104.3) 29 (185.2)

男 43,554 (73.9) 534 (108.6) 14 (46.8) 24 (106.2) 17 (232.1)

女 32,199 (51.7) 431 (78.5) 64 (190.0) 26 (102.6) 12 (144.0)

総 60,190 (49.7) 606 (58.2) 61 (95.9) 46 (95.9) 16 (102.2)

男 35,641 (60.5) 313 (63.6) 25 (83.5) 10 (44.2) 13 (177.5)

女 24,549 (39.4) 293 (53.4) 36 (106.9) 36 (142.0) 3 (36.0)

総 44,440 (36.7) 490 (47.1) 39 (61.3) 26 (54.2) 11 (70.2)

男 25,544 (43.4) 247 (50.2) 27 (90.2) 11 (48.7) 1 (13.7)

女 18,896 (30.3) 243 (44.3) 12 (35.6) 15 (59.2) 10 (120.0)

総 38,086 (31.4) 482 (46.3) 37 (58.2) 25 (52.1) 11 (70.2)

男 20,268 (34.4) 274 (55.7) 18 (60.2) 13 (57.5) 7 (95.6)

女 17,818 (28.6) 208 (37.9) 19 (56.4) 12 (47.3) 4 (48.0)

総 30,208 (24.9) 346 (33.2) 34 (53.5) 24 (50.1) 9 (57.5)

男 15,980 (27.1) 191 (38.8) 17 (56.8) 12 (53.1) 4 (54.6)

女 14,228 (22.8) 155 (28.2) 17 (50.5) 12 (47.3) 5 (60.0)

総 25,453 (21.0) 338 (32.5) 25 (39.3) 23 (48.0) 8 (51.1)

男 8,649 (14.7) 121 (24.6) 12 (40.1) 14 (61.9) 4 (54.6)

女 16,804 (27.0) 217 (39.5) 13 (38.6) 9 (35.5) 4 (48.0)

※　☆は上位と同順位

※　全国は厚生労働省令和５年人口動態統計（確定数）、宮崎県及び市町村は宮崎県衛生統計年報を資料にしています。

※　県の諸率は、「宮崎県の推計人口と世帯数（年報）」の人口を基に算出しています。

6

☆　誤嚥性肺炎

10

腎不全

8

新型コロナウイルス感染症

7

誤嚥性肺炎

（２）令和５年主要死因別死亡数･死亡率（人口１０万対）

アルツハイマー

不慮の事故

不慮の事故新型コロナウイルス感染症

誤嚥性肺炎

誤嚥性肺炎

肺　　　炎

新型コロナウイルス感染症

脳血管疾患

1

2

3

心　疾　患
（高血圧性の除く）

心　疾　患
（高血圧性の除く）

悪性新生物 悪性新生物

老　　　衰老　　　衰 脳血管疾患

肺　　　炎

4

老　　　衰

アルツハイマー

誤嚥性肺炎

脳血管疾患

不慮の事故

肺　　　炎

5

高血圧性疾患

アルツハイマー

不慮の事故

腎　不　全

老　　　衰

高血圧性疾患

肺　　　炎

老　　　衰 脳血管疾患

悪性新生物 悪性新生物 悪性新生物

心　疾　患
（高血圧性の除く）

心　疾　患
（高血圧性の除く）

肺　　　炎

心　疾　患
（高血圧性の除く）

脳血管疾患

9

腎　不　全 腎　不　全 腎　不　全

アルツハイマー病 アルツハイマー病 不慮の事故
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人口動態統計用語の説明

（１） 乳児死亡　 ：  生後１年未満の死亡

（２） 新生児死亡　 ：  生後４週未満の死亡

（３） 早期新生児死亡 ：  生後１週未満の死亡

（４） 死産　 ：  妊娠１２週以後の死児の出産

（５） 自然死産と人工死産

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　     （ア）胎児を出生させることを目的とした場合

   　　　　　                    （イ）母体内の胎児が生死不明または死亡している場合

（６） 周産期死亡　 ：  妊娠満22週以後の死産数に早期新生児死亡数を加えたもの

本書に用いた各比率の算定方法は次のとおりです。

（１） 出生・死亡・婚姻・離婚率　＝　１年間の事件数/10月１日現在人口×1000

（２）乳児死亡・新生児死亡・早期新生児死亡率

　 　　　　　　　　　　　　　　　＝１年間の事件数/１年間の出生数×1000

（３） 死産率(総数・自然・人工)　 

　　　　　　　　　　　　　　　＝　１年間の死産数(総数・自然・人工)/１年間の出産数×1000

（４） 周産期死亡率　＝ １年間の周産期死産数/ 

　　　　　　　　　　　　　　   （１年間の出生数＋１年間の妊娠満22週以後の死産数）×1000

（５） 妊娠満２２週以後の死産率　 ＝　１年間の妊娠満22週以後の死産数/

　　　　　　　　　　　　　　　（１年間の出生数＋１年間の妊娠満22週以後の死産数）×1000

　　※　出産数とは出生数と死産数を加えたものです。

      人工死産 ：  胎児の母体内生存が確実である時に人工的処置を加えたことにより
  死産に至った場合をいいます。

     自然死産 ：  それ以外をすべて自然死産といいます。なお、人工的処置を加えた
  場合でも、つぎの場合は自然死産とされます。
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各課の業務内容

第　４　章
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Ⅰ　総務企画課
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１　医療関係者及び医療・介護施設等の状況

（１）　医療関係者数

令和４年１２月３１日現在

（２）　医療施設

令和７年３月３１日現在

（３）　人口１０万対施設数及び病床数

令和５年１０月１日現在

一般診療所

591,070

533

63 4

病　　床　　数

病　　　　院

2,542.5 1,035.4 6.1 0.0 345.7 1,155.3 144.4

精神 感染 結核 療養 一般

17

21 722

601

121

施　　設　　数 病　　床　　数

病　　　　院

精神 感染 結核 療養 一般

364

9

7

2

精神 一般

歯　科
診療所無床有床

病　　　　院 一般診療所

16

0 0 01 1 17 0

区　分

一般 療養

75 59 16

75

0

0 203

0 155

0 48

4

4

管 内

日南市

串間市

2

32,942

(26.4)

医    師 歯科医師 薬剤師 保健師 助産師 看護師 准看護師
歯　 科
衛生士

11

3

歯   科
技工士

5,309

(504.7)

974

782

192

(1,496.3)

254,329

(203.5)

18

3

1,603

14

(21.5)

344

(32.7)

59

48

1

49

(75.3)

1,529

(145.3)

145,183

(116.2)

15,097

(1,435.1)

1,311,687

(1,049.8)

309

121

430

(660.6)

7

1 6

(48.3)

32

0

32

(49.2)

353

(33.6)

38,063

(30.5)

34

16

50

(76.8)

746

(70.9)

60,299

46 4 42

674

310

(10 万 対 )

宮 崎 県

(10 万 対 )

国

(84.2)

96

29

125

(192.0)

2,288

(217.5)

323,690

(259.1)

30

7

37

(56.8)

734

(69.8)

105,267

区    分

区　分

管 内 13.8 3.1 10.8 92.2 33.8

病　　　　院

施　　設　　数

(10 万 対 )

138

35

173

(265.8)

2,908

(276.4)

343,275

(274.7)

日 南 市

串 間 市

管 内

精神 一般

一　 般
診療所

歯  科
診療所

一　 般
診療所

6.7 279.0 841.1 197.5

国 6.5 0.8 5.6 83.6 53.2 254.1 1.5 3.0 218.1 703.5 60.4

宮崎県 12.2 1.6 10.6 85.4 45.1 1,679.1

1,180.2

549.3 3.0
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（４）　介護保険施設等数

令和７年３月３１日現在

２　医療・介護施設等の指導状況

（１）　医療監視　　　

（２）　精神科病院実地指導

（３）　介護保険施設等指導監査

令和６年度

令和６年度

令和６年度

※休止している施設は除く

精 神 科 病 院

130

介護老人
保健施設

施設サービス

1

計
介護医療院

日 南 市 19 6 60 7

6

区　分

居宅サービス

5管 内 24 9 75 10

訪問看護
訪問ﾘﾊﾋﾞ
ﾘﾃｰｼｮﾝ

2 2

居宅療養
管理指導

通所ﾘﾊﾋﾞ
ﾘﾃｰｼｮﾝ

短期入所
療養介護

28

医療施設 実施施設数 指摘施設数

4 1 102

串 間 市 5 3 15 3 1 1 0

5

計 12 7

医療施設 実施施設数 指摘施設数

病　　院 9 5

診 療 所 3 2

0

介護予防訪問リハビリテーション 0 0

居 宅 療 養 管 理 指 導 2 2

区　　　　　分 実施施設数 指摘施設数

3 2

短 期 入 所 療 養 介 護 0 0

居
宅
サ
ー
ビ
ス

訪 問 看 護 0 0

介 護 予 防 訪 問 看 護 2 2

訪問リハビリテーション 2 2

介護予防居宅療養管理指導 1

介護予防短期入所療養介護 0 0

介護予防通所リハビリｰション

1

通所リハビリテーション 0

計 11 10

施
 
 

設

サ
ー

ビ
ス

介 護 老 人 保 健 施 設 0 0

介 護 医 療 院 1 1
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３　医療・介護施設等の許認可等状況

 

（１）　医療法の許認可等

（ア）　医療施設許可申請・届出件数

（イ）　医療法人認可申請・届出件数

（２）　介護保険法の指定（許可）申請・届出件数

※本課進達分を含む。

令和６年度

病 院 0 13

定款又は
寄付行為
の変更

特別代理
人選任

事業報
告書等

登記
事項

役員
変更

1 25

令和６年度

0 23

診 療 所 1 2 0 1 34

計
開設 変更

計 1 15 0 9 1 27 4 57

区　分

許　　　　　可 届　　　出

2

廃止
休止
再開

0 8 0

4

居
宅
サ
ー
ビ
ス

特例 使用 開設 変更

区　　　　　分

令和６年度

医療法人 0 0 6

区　分

認　　　　可 届　　　出

計
設立 解散

0 5

計
指定(開設) 変更 承認 変更 休止・廃止

申請（許可） 届出

0 41 49 5 101

介 護 予 防 訪 問 看 護 3 2 0 5

訪 問 看 護 3 2

0 4

介護予防訪問リハビリテーション 0 4 0 4

訪問リハビリテーション 0 4

9

介護予防居宅療養管理指導 0 9 0 9

居 宅 療 養 管 理 指 導 0 9 0

9

介護予防通所リハビリｰション 0 9 0 9

通所リハビリテーション 0 9 0

6

介護予防短期入所療養介護 0 6 0 6

短 期 入 所 療 養 介 護 0 6 0

0計 6 2 0 76 0

0 0 0 0

0 1 2 0 3

介 護 老 人 保 健 施 設 0 1 14 0 15

介 護 療 養 型 医 療 施 設

施
 
 

設

サ
ー

ビ
ス

介 護 医 療 院
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４　医療従事者の免許申請等件数

５　原子爆弾被爆者援護事業

（１）　被爆者健康手帳所持者数

各年度末現在

区　　　　分 願書受付 免　　許 籍訂正 再交付 抹消 合計

2

歯 科 医 師 0 0 0 0 0

医 師 0 1 0 1

助 産 師 0 0 0 0 0

保 健 師 1 0 0 0 1

34

准 看 護 師 60 1 4 4 0 69

看 護 師 24 8 2 0

0

診 療 放 射 線 技 師 3 0 0 0 3

歯 科 技 工 士 0 0 0 0

1

衛 生 検 査 技 師 0 0 0 0 0

臨 床 検 査 技 師 1 0 0 0

0

理 学 療 法 士 3 2 0 0 5

視 能 訓 練 士 0 0 0 0

60 35 15 6 1

２年度 ５年度

16

2

受 胎 調 節 指 導 員 0 0 0 0 0

作 業 療 法 士 2 0 0 0

令和6年度

3

19管 内 21 1829 24

串 間 市 3 33 3

日 南 市 18 1526 21

117

区　　　分 ４年度 6年度３年度

合         計
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（２）　健康診断実施状況

※ 希望検診の対象者数は希望者数。

（３）　がん検診実施状況

（４）　被爆者各種手当支給状況

区　　　分

対 象 者 数

受 診 者 数

第2回 希望第１回

23 0

希望

0615 10 5 5 2

第2回 希望

20 20 20

３年度

第２回 第1回

受 診 者 数 2 3 3 0

0 1

8 008 100

要 精 密 検 査 者 0

26.1受 診 率 (%) 41.6

0

31.5

希 望 者 数 2 3 3 0 2 2

区　　　　分 胃がん 肺がん 乳がん 子宮がん 大腸がん

区　　　　分 ４年度 6年度２年度 ３年度

100.0 100.0

要 精 密 検 査 者 0 0 0 0 1 0 1

受 診 率 (%) 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0

５年度

各年度末現在

特 別 手 当 0 00 0

医 療 特 別 手 当 0 01 0 0

0

保 健 手 当 （ 一 般 ） 1 11 1

健 康 管 理 手 当 20 1727 23 18

1

家 族 介 護 手 当 0 00 0

保 健 手 当 （ 増 額 ） 0 00 0 0

0

計 24 2032 29

埋 葬 料 3 23 5 2

21

0 0 0 0

50.0

0 00

32.0

0 1

26.7 0.0 34.5 0.0 0.0

0

25.0 25.0 10.0

0

22.2 0.0

令和６年度

12

合計

12

46

2 2

多発性
骨髄腫

２年度 6年度４年度 ５年度

第1回

02529030

第1回

30 01819

第2回

24

希望第2回第1回希望
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Ⅱ　健康づくり課
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　乳幼児の保健指導・健康診査等を実施する市町村に対する支援や、心身に障がいを
持つ児や発育・発達に遅れが見られる児及び長期療養児に対する相談事業等に取り組

　

(１)  小児慢性特定疾病医療費助成状況

対 象 疾 患 群

県 管  内 県 管  内

悪性新生物群 98(100) 9 106(107) 11

慢性腎疾患 53(54) 6 64(65) 9

慢性呼吸器疾患 20(21) 0 24(28) 1(2)

慢性心疾患 171(172) 18 171 17

内分泌疾患 229(236) 16(17) 238(246) 13(14)

膠原病 21 4 25 4

糖尿病 52 1 47 1

先天性代謝異常 36 4 34 4

血液疾患 15(16) 1 14 1

免疫疾患 5 2 4 0

神経･筋疾患 108(110) 8 109(111) 7

慢性消化器疾患 61(63) 5(6) 62(64) 4(5)

染色体又は遺伝子に変化
を伴う症候群

12(13) 2 12(13) 3

皮膚疾患群 3 1 4 2

骨系統疾患 15 1 11 1

脈管系疾患 6(7) 2 4(6) 2

合　計 905(924) 80(82) 929(950) 80(83)
※（　）内は副疾患も含めた延人数です。

 （県の項の数値は、宮崎市を除く各市町村の総計です。）

(２)  小児慢性特定疾病児童等自立支援事業

　小児慢性特定疾病児童やその保護者及び関係機関を対象に講演会や交流会等を開催

し、個別相談や同じ悩みを持つ対象児及び保護者の交流を図ります。

開　催　日

参　加　者

内　　　容

講　　　師

令和５年度
区 分

令和６年度

給    付    人    数

     患へ拡大し、より公平かつ安定的な医療費助成となりました。
　 

１　母子保健

むとともに、医療費の公費負担事業等を行っています。

　  　小児慢性疾病のうち、治療が長期にわたり児童の健全な育成を阻害する特定疾病の
  　医療費を公費負担することにより、「原因の究明」「治療方法の確立 と普及」「患者
　  負担の軽減」を図ります。令和3年11月の法改正により、対象疾病が16疾患群788疾

（各年度３月３１日現在）

令和６年１２月２１日

８名

＜日南市＞　日南市役所
総合政策部　危機管理室

永井　義広　氏

＜串間市＞　串間市役所
危機管理課　危機管理係

瀬尾　善成　氏
木曾　雅樹　氏

講演「地域の災害特性を踏まえた災害対策
～わが家の防災対策について考えてみよう～」

令和７年２月１日

１８名
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(3) 訪問指導状況

年度

区分 実人員 延人員 実人員 延人員

妊婦 0 0 0 0

産婦 0 0 0 0

新生児 0 0 0 0

未熟児 0 0 0 0

乳児 0 0 0 0

幼児 0 0 0 0

長期療養児 2 5 6 11

その他 0 0 0 0

　 合　計 2 5 6 11

(4) 地域周産期保健医療体制づくり連絡会

てができ、乳幼児の健全な育成を図っていきます。

開催日 令和７年２月６日

参加者 ２３名

内　容

　　生殖補助医療（体外受精や顕微授精等）のうち、保険適用後の自己負担分及び保険

　適用後の治療と合わせて行った先進医療について費用の一部を助成します。

　　令和６年度　申請数：８５件

　　不育症の治療に要した費用に対する助成を行います。

　　令和６年度　申請数：０件

令和６年度 令和５年度

　ハイリスクの妊産婦及び乳幼児について、関係機関が情報交換を行い、保健・医療・

【報告】
（１）管内の母子保健の現状について
（２）管内の消防署における周産期搬送状況について
（３）第８次宮崎県医療計画について
　　　産後ケア事業ガイドラインの改定について
【議事】
（１）管内の周産期医療体制の現状について
（２）管内の周産期に係る母子保健事業について
（３）妊産婦のメンタルヘルスケアについて

福祉の連携のもとに一貫した指導・支援を実施することによって、母親が安心して子育　　　　　　　　　

１）不妊治療費助成

２）不育症治療費助成

(5) 不妊治療費支援事業

42



　ライフステージに応じた性と健康に関する専門的知識を有する医師、保健師等によ

る健康教育等を行うことにより、女性が健康に応じた的確な自己管理を行うことが

できるよう支援します。

開催日 令和６年９月２７日

参加者 １３名

内　容

　

講演「女性の元気が世の中を変える」
講師　一般社団法人　ｳｨﾒﾝｽﾞﾄﾘﾆﾃｨﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ協会　代表理事
　　　株式会社ARCUS　代表取締役　山元 幸代 氏

(6)  女性の健康づくり講演会
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(１) 日南保健所地域歯科保健推進協議会

開催日

参加者

【報告】

　・健康みやざき行動計画２１（第３次）

　・第３期宮崎県歯科保健推進計画の策定　～地域に期待すること～

【協議】

　協議会の取組  ～日南串間地域でオーラルフレイル対策を広めるためには～

　・講話「オーラルフレイルについて」　

　・意見交換

(２) 歯科保健研修会

開催日

参加者 　３２名

　１　行政説明

　　　「健康みやざき行動計画２１（第３次）～高齢者の栄養・歯の健康～」

　２　シンポジウム、ディスカッション　

　　　座長：いちき歯科クリニック　市來将彦氏

　　　(1)「オーラルフレイル対策　～家族を巻き込んだ意識付け」　

たばた歯科クリニック　田畑綾乃氏

　　　(2)「高齢者の元気は食事から！食事を長く楽しむためにできること」

日南市立中部病院　倉岡李奈氏

（摂食嚥下リハビリテーション栄養専門管理栄養士）

　　　(3)「デイサービスでの実際の関わり」

デイサービスセンタークラシヤスむつみ　西村美香氏

  令和６年１２月４日

内　容

　歯科保健対策として子どもから高齢者まで、生涯を通じた歯の健康づくりを推進していく上での
基盤整備に努めています。協議会では「高齢者の歯科保健」をテーマに取組を進めています。２市
ではフッ化物洗口が実施されています。

２　歯科保健

内　容

  12名

  令和６年７月３日

　　　テーマ「フレイル対策で支援者ができること～楽しむ食事と口腔ケア～」
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3　成人・老人保健・介護保険

(１)  地域・職域連携推進事業

ア　日南串間地域・職域連携推進協議会

 第1回  第2回

開催日

参加者

イ　日南串間地域・職域連携推進協議会担当者部会

開催日

参加者

(２)  在宅緩和ケア対策推進事業

ア　在宅緩和ケア推進連絡協議会

開催日  令和６年１１月２６日

参加者

イ　在宅緩和ケア研修会

開催日

参加者

　地域保健と職域保健の連携により、生涯を通じて継続的な保健サービスの提供体
制を整備することで、県民の健康増進を図ります。

　がん患者が、住み慣れた自宅などで療養ができるよう、がん医療圏ごとの地域が
ん診療拠点病院を中心に医療、福祉、保健の関係者の情報交換を行いネットワーク
構築に取り組みました。

    宮崎県高齢者保健福祉計画に基づき住民の老後における健康の保持、確保を図るた
め、疾病の予防、健康診査等の各種保健事業を総合的に推進します。

 １　情報提供
   (1)宮崎県の現状
　 　第３次健康みやざき行動計画２１・第４期宮崎県がん対策推進計画
   (2)死亡別場所推移
 ２　報告
   ・令和５年度宮崎県がん診療指定病院（県立日南病院）報告
 ３　意見交換
   ・地域の現状について
   ・今年度の研修会について

内  容

 １　がん患者・家族への関わりの実際
 　　県立日南病院　外来化学療法室　川﨑　麻美氏
 ２　がん患者・家族へのメンタルケア～支援者はどう関わるか～
 　　宮崎大学医学部附属病院　精神科　船橋　英樹氏

内　容

 １５名

 ２３名

 令和7年2月１９日

内　容

内　容

 １０名

 ・健康みやざき行動計画２１（第３次）について
 ・日南串間地域における取組
 ・グループワーク

【報告】
　・健康みやざき行動計画２１
　（第３次）について
　・令和５年度の実績評価
【議事】
　・令和６年度の活動内容

 ２１名  １８名

 令和６年６月１９日  令和７年１月２２日

【報告】
　・令和４～６年度の取組報告、評価
【議事】
　・協議会運営要綱の改正について
　・令和７年度以降の活動の方向性に
　　ついて

 令和６年９月２６日
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 (３) 入退院調整ルール策定・運用事業

 (４)  糖尿病発症予防・糖尿病性腎症重症化予防対策事業

ア　担当者会議

開催日

参加者

内  容

イ　糖尿病対策協議会

開催日

参加者

内  容

ウ　糖尿病性腎症重症化予防研修会

開催日

参加者

内  容

　11名

　１　報告
　　(1) 健康みやざき２１行動計画（第３次）
　　(2) 宮崎県糖尿病発症予防・糖尿病性腎症重症化予防指針（第２期）
　　(3) 管内の糖尿病等の現状について
　　(4) 保険者・医療機関向けアンケート調査結果
　２　協議
　　(1)「受診後の医療機関の流れ（串間市版）」に係る取組の評価
　　(2)「糖尿病フォローのためのミニマム」の周知と評価項目
　　(3)「腎機能検査推進のための患者向け啓発ポスター」の作成と周知
　　(4) ３か年の取組計画（令和６年度から令和８年度）

　本事業を活用し、医療機関・介護支援専門員の情報共有と入退院調整の仕組みを整備し
ています。

　令和6年度は、日南・串間医療圏における入退院調整コンセンサスブックの運用が円滑
かつ継続的に行われることを目的として研修会（1回）、担当者会議（3回）、病院協議会
（1回）、病院・ケアマネ合同協議会（1回）を開催しました。

  「宮崎県糖尿病発症予防・糖尿病性腎症重症化予防指針」に基づき、糖尿病の発症及び糖
尿病性腎症の重症化予防の円滑な推進並びに関係団体の連携強化を図っています。

　令和６年６月６日

　２５名

　１　行政説明　日南保健所
        「日南串間地域の糖尿病発症予防重症化予防の取組　～ミニマムの活用～」
　２　「管内における糖尿病性腎症重症化予防の現状と取組」
　　　医療法人修和会　戸倉医院　戸倉 健氏
　３　「南那珂地域で活かすCKD診療ガイド2023」
　　　県立日南病院　臨床工学科主任部長兼内科部長　松本　充峰氏

　令和6年8月２0日

　9名

　１　情報共有
　  (1)  県、各市の計画
　　　　日南保健所･･健康みやざき行動計画21
　　　　日南市･･第２期データヘルス計画、健康にちなん21（第２次）
　　　　串間市･･第３期データヘルス計画、健康増進計画（第３次）
  　(2)  管内の糖尿病等の現状
　２　意見交換　～協議会での検討、確認事項～
　  (1) 「糖尿病フォローのためのミニマム」の評価方法
　  (2)　ミニマムの医療機関周知・患者向けポスターの掲示について
     (3)「特定健診情報提供事業」について

　令和６年９月２４日
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４　健康づくり・栄養関係

    (1)  指導・支援実績（令和6年度）

ア　専門的栄養・運動相談及び指導

（再掲）
病 態 別
栄養指導

（再掲）
訪問による
栄養指導

（再掲）
病 態 別
運動指導

妊産婦

乳幼児

20歳未満

20歳以上 1 1 1

イ　人材育成関係

回数 延人数

3 70

ウ　地区組織育成支援

回数 延人数

0 0

エ　健康教育

回数 延人数

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

内容等

内容等

内容等

その他禁煙指導休養指導運動指導栄養指導

　「健康みやざき行動計画２１」（第3次）の目標達成に向け、地域全体で取り組む体制を
構築するため、健康づくりを担う人材育成を目的とした研修や、地区組織活動の支援を
行っています。
　また、自然に健康になれる食環境整備を推進しています。

延べ人数

対象者

管理栄養士・栄養士等

食生活改善推進員

成人

合　計

母子

対象者

高齢者

２０歳未満

対象者
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(2)  特定給食施設等指導

　　ア　栄養士のいる施設（延べ指導数） （令和6年度）

※集団指導は、1回につき複数区分の参加あり

イ　栄養士のいない施設（延べ指導数） （令和6年度）

ウ　食数別指導内訳（再掲） （令和6年度）

※集団指導は、1回の開催で複数区分の参加あり

21

34

回数

1※

1※

集団

施設数

3

10

13

個別

7

6

13

38

対象施設数

6

19

25

82

107

介護医療院

医院

集団指導個別指導

社会福祉施設

事業所

寄宿舎

学校

矯正施設

1

一般給食センター

1

34

1

合　　計 65 5

病院 9

介護老人保健施設

老人福祉施設

児童福祉施設

5

23

1

1

19

1

1 16

13 1

対象
施設数 電話

面接
医療監視

5 1

9 3 9

1

10 1 0

その他

1自衛隊

施設数

3

介護保険
実地指導

児童養護
施設監査

巡回指導

6

回数

19

4

1

１回300食以上又は１日750食以上

１回100食以上又は１日250食以上

小　　　計

事業所

寄宿舎 3

多数給食施設

矯正施設

区　分

25

5

集団指導

電話
面接

医療監視
介護保険
実地指導

児童養護
施設監査

回数 施設数

対象
施設数

個別指導

1

巡回指導

病院

学校 1

介護医療院

介護老人保健施設

老人福祉施設 19 6

2児童福祉施設 14

社会福祉施設 3

自衛隊

一般給食センター

その他

医院 2

合　　計 42 0 0 0 0

施設への指導（延べ施設数）

1

0 09

その他

総計 107

特
定
給
食
施
設

　　 合　　　計（特定＋多数）

　健康増進法及び多数給食施設の栄養管理に関する条例に基づき、集団給食施設における栄
養管理に関する指導を実施しています。
　また、スキルアップや情報共有を目的とした研修会を開催しています。

0

0

34

0
0

0

38

その他（20食未満の施設）
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(３)  食環境整備

ア　栄養表示等に関する指導

イ　普及・啓発

(４)  栄養調査

（令和6年度）

世帯数 世帯人員

18 36日南市

備考

調査対象：21世帯40名

備　考

3

3

2

その他

指導件数（相談数）

2

相談件数（延べ数）

0

5

0

備　考

（令和6年度）

栄養成分表示

0誇大表示

0

0

55

55

特別用途表示

00

延べ人員

食環境整備店舗巡回

調査内容

国民健康・栄養調査

（令和6年度）

ベジ活応援店普及啓発

　国民の身体の状況、栄養摂取量及び生活習慣の状況を明らかにし、国民の健康の増進を図るための基礎
資料を得ることを目的に実施しています。

事業名

食品栄養表示普及啓発

回数

調査地区
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５　結核・感染症

 (1)  結核

ア　定期健康診断・予防接種

法に基づく定期の健康診断及び予防接種は、結核予防対策上、最も基本的な事業です。

乳児 一般住民 その他

747 48 143 0 0 938

3,657 509 802 5,596 0 10,564

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 125 0 125

※ 定期健診対象者

事業所       学校、病院、診療所、社会福祉施設等の従事者

学  校       高校、短大、大学、専門学校等に入学した者

施  設       施設の入所者で６５歳以上の者

一般住民       ６５歳以上の者

その他（市町村）      ６５歳以下で市町村が定めた者

イ　一般住民検診

対象者数 受診者数 受診率（%）

12,466 2,329 18.7

7,395 3,267 44.2

19,861 5,596 28.2

計

直接撮影者数

市町村

（令和6年度）

施設

定                               期

　結核検診の受診率の向上及び結核の早期発見・早期治療を図るため、普及啓発活動や医療費公費負
担事業等を実施しています。
　また、感染症発生時のまん延防止対策の構築や、患者などの人権に配慮した適切な医療の提供など
総合的な感染症対策を推進します。

   結核患者に対する適切な医療の確保を図ることによって、再興感染症としての結核の再認識と知識
等の普及啓発を図り、地域に応じた効率的な施策の展開をしています。

結核発病の恐れがあ
ると診断された者

被
発
見
者
数

間接撮影者数

日  南  市

串  間  市

管　　 内

　　　　　 （令和6年度） 

喀痰検査者数

事業所 学校

結核患者
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ウ　定期外健康診断・予防接種

接 触 者 健 診
（患者家族）

8 8 8 1

接 触 者 健 診
（ そ の 他 ）

15 15 15 0

精 密 検 査 0 0

接 触 者 健 診
（患者家族）

1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0

接 触 者 健 診
（ そ の 他 ）

9 9 0 2 7 0 3 0 0 1 0 0 5 0

精 密 検 査 31 31 0 23 8 0 8 30 0 0 1

64 64 0 25 16 0 8 33 0 0 3 1 0 29 1

※ 接触者健診対象人員と実施人員については、死去等の理由により一致しない

※ 指導区分　Ａ：要休業　　B：要軽業　　C：要注意　　D：通常生活

　　         １：要医療　  ２：要観察　   ３：観察不要

 

エ　登録者新規及び除外状況

　

結核 その他

6 0 6 1 0 4 0 0 1 6

除 外

12

新規

12

前年末現在
登録者数

（令和6年）

転症 その他転入

当年末現在
登録者数計

死亡

実施
人員

Ｄ３

登
録
削
除

エックス線検査等

その他

精密･直接の結果

合　　計

I
G
R
A
検
査

医
療
機
関

その他喀痰

保
 

健
 

所

転出

対象
人員

（令和6年度）

直接

新 規

潜
在
性
結
核

ＢＣＧ

計 治癒

   結核患者届出後の患者に対して、感染症診査協議会結核部会への諮問・答申による結核医療の適正
化及び生活指導等、両面からの助言を行っています。

　職場環境や生活環境などからみて特に結核に感染し、また他人に感染させる機会の多い者に対して
随時健診を行っています。

Ｂ２
Ｃ２
Ｄ２

A1
B1
C1

ツ反検査

デジ
タル

判定
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オ　新登録患者状況

（ア） 新登録患者活動性分類別状況

総数 初回治療 再治療 治療中

日南市 6 4 3 3 0 0 1 2 5 12.7

串間市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

管　内 6 4 3 3 0 0 1 2 5 9.6

（イ） 新登録患者年齢別排菌状況 （喀痰塗抹陽性者数）

年  齢 計 ０～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～

管　内 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2

登録時
その他の
結核菌陽
性

（令和6年）

総 数

肺   結   核   活   動   性

※　り患率　＝
新登録患者数

人　口
　×　１０万

（別掲）
潜在性
結核

活       動       性       結      核

（令和6年）

り患率
喀痰塗抹陽性 肺外

結核
活動性総 数

登録時
菌陰性
その他

0

1

2

3

4
新登録患者年齢別排菌状況

（歳）

（人）
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（ウ） 新登録患者年齢別状況

（令和6年）

年 齢 ０～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～ 計

日 南 市 0 0 0 0 1 0 0 1 0 4 6

串 間 市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

管 内 0 0 0 0 1 0 0 1 0 4 6

（エ） 管内新登録患者数及びり患率の推移

市町村別新登録患者数　　※　潜在性結核感染症除く

    　  　  年
区域

2 3 4 5 6

日 南 市 6 3 5 3 6

串 間 市 2 4 3 2 0

管 内 8 7 8 5 6

    　  　  年
区域

2 3 4 5 6

管 内 11.9 10.6 12.3 7.9 9.6

宮 崎 県 9.0 8.3 8.0 6.1

全 国 10.1 9.2 8.2 8.1

11650 3449
3633

り患率の推移 

※ 宮崎県及び全国の令和6年り患率は、令和7年5月時点で未発表

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

2 3 4 5 6

り
患

率
（

人
口

１
０

万
対

）

り患率の推移

管内

宮崎県

全国
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カ　登録者状況

（ア） 活動性分類別
（令和6年末現在）

総数 初回治療 再治療 治療中 観察中

日南市 10 3 2 2 2 0 0 0 1 7 0 3 2 6.4

串間市 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0.0

管 内 12 3 2 2 2 0 0 0 1 9 0 3 3 4.8

（イ） 管内結核有病率の推移

市町村別活動性結核患者数

     　  年
区域

2 3 4 5 6

日南市 3 2 6 1 3

串間市 2 3 3 0 0

管 内 5 5 9 1 3

有病率の推移 

     　  年
区域

2 3 4 5 6

管 内 7.5 7.5 13.8 1.6 4.8

宮崎県 5.0 4.5 4.5 2.7

全 国 6.8 6.2 5.4 5.5

総数

潜在性結核

×１０万※　有病率　＝
人　口

活       動       性       結      核

活動
性不
明

登録時喀痰塗抹陽性

活動性結核患者数

登録時
菌陰性
その他

不活
動性
結核

有病率

  結核対策は、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づいて行われており、
制度としては、健康診断、予防接種、患者管理、結核医療を根幹として一貫した対策を行っていま
す。

※　宮崎県及び全国の令和６年有病率は、令和７年5月時点で未発表

総数
肺外結
核活動

性

登録者
総 数

登録時
その他
の結核
菌陽性

肺   結   核   活   動   性

（別掲）

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0

2 3 4 5 6

有
病

率
（

人
口

１
０

万
対

）

有病率の推移

管 内

宮崎県

全 国
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キ　感染症診査協議会結核部会実施状況

（令和６年）

申請 承認 不承認

4 4 0

16 16 0

20 20 0

ク　結核医療費公費負担状況

（ア） 一般医療 （法３７条の２） ※継続を含む （令和６年）

本人 家族 一般 退職本人 退職家族

申    請 7 1 5 0 0 3 0 0 16

承    認 7 1 5 0 0 3 0 0 16

（イ） 入院治療 （法３７条） ※承認については、新規の承認数 （令和６年）

本人 家族 一般 退職本人 退職家族

前年末現在
患者数

0 0 0 0 0 0 0 0 0

※承  認 2 0 0 0 0 1 0 0 3

解    除 1 0 0 0 0 1 0 0 2

当年末現在
患者数

1 0 0 0 0 0 0 0 1

ケ　面接・訪問指導等状況 　

(再掲)DOTS

16 11 11

39 75 69

コ　結核研修会 　

区分

面接 訪問

その他区分
国民健康保険 後期

高齢者

（令和6年度）

計
被用者保険

生活保護
後期

高齢者
計

被用者保険

５７名

○行政説明「日南保健所管内の現状と感染症法上の届出、服薬支援について」
○講演「感染症のリスク管理　感染症と人間の関わりー結核・非結核性抗酸菌症の普遍
性、特殊性ー」
　講師　独立行政法人国立病院機構　宮崎東病院　院長　伊井　敏彦　氏

令和６年１２月１７日（火）

中央・高鍋・日南保健所の医師、薬剤師、看護職員、臨床検査技師、診療放射線技
師、その他医療従事者、行政職員 等

国民健康保険

生活保護

その他

実人員

延人員

開催日

対象者

参加者

内　容

感染症法

３７条

３７条の２

  　計

　 感染症法第１８条第１項（就業制限）及び第２０条第１項（入院勧告）並びに第２０条第
４項（入院期間延長）に関する審議、第１８条第６項（就業制限の報告）及び第１９条第７
項（応急入院勧告の報告）についての意見陳述を行っています。

 　結核患者に対し、良質かつ適切な医療を提供するとともに、まん延防止の観点から感染症
法による医療費公費負担制度が設けられています。
　この公費負担には、入院患者の医療にかかる費用負担（法第３７条）と一般医療（外来）
にかかる費用負担（法３７条の２）があります。
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 (2)  感染症

  　    感染症の予防及び感染症の患者に関する法律に基づき、感染症発生時のまん延防止対策の構築や患者等の人権に配慮した適切な医療の提供など総合的な感染症対策を推進します。

        
    ア　主たる感染症の届出状況ア　主たる感染症の届出状況

（令和6年度）

分　類 届出数

一類感染症 0

二類感染症 8

三類感染症 2

四類感染症 10

五類感染症 43

合      計 63

    イ　腸管出血性大腸菌感染症届出の概況イ　腸管出血性大腸菌感染症届出の概況

件 数 人 数

令和6年度 1 1 2 0 0

令和5年度 1 1 2 0 0

 (３)  肝炎治療費助成事業

         B型ウイルス性肝炎及びC型ウイルス性肝炎治療に係る医療費を助成し将来の肝硬変・

     

受給者証交付件数

日南市 串間市 計

令和6年度 71 30 101

令和5年度 69 34 103

　感染症の予防及び感染症の患者に関する法律に基づき、感染症発生時のまん延防止
対策の構築や患者等の人権に配慮した適切な医療の提供など総合的な感染症対策を推
進しています。

　B型ウイルス性肝炎及びC型ウイルス性肝炎治療に係る医療費を助成し、将来の肝硬
変・ 肝がんの予防及び肝炎の感染を防止することにより、健康の保持・増進を図って
います。

結核等

腸管出血性大腸菌感染症等

重症熱性血小板減少症候群等

百日咳等

疾　患

ペスト等

患 者 数 保菌者数 計
集 団 発 生
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 (4)  特定感染症対策（相談及び検査）事業

   

ア　特定感染症（エイズ含む）検査受付状況

相談件数 検査件数 陽性者数 相談件数 検査件数 陽性者数

HIV 92 22 0 89 24 0

クラミジア 91 21 3 82 24 4

淋菌 90 21 0 80 24 0

梅毒 93 22 2 83 24 2

B型肝炎 94 22 1 95 25 0

C型肝炎 90 22 0 86 24 0

HTLV-1 3 1 0 3 1 0

イ　広報･活動状況

(5) 結核・感染症集団発生事例
　　　　　　

・インフルエンザ：高齢者入所施設４件、教育・保育施設２件

・新型コロナウイルス感染症：医療機関１０件、高齢者・障がい者入所施設１８件

　令和６年度は、以下のとおり３４件の集団発生事例が確認されました。

　エイズ及びその他の性感染症及びウイルス性肝炎に対する相談・検査を実施する
ことで、当該感染症の発生予防及びまん延防止を図っています。

 ・夜間検査の実施について日南市及び串間市の広報誌にて案内
 ・日南総合庁舎に世界エイズデー啓発ブースの設置

令和５年度

 ・保健所ロビーにおいてHIV啓発コーナーを設置
令和6年度

令和６年度

 ・公園、道の駅等へ検査案内チラシの掲示
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 (６)  新興感染症対策

ア　新興感染症対応人材の確保に向けた研修・訓練

（ア）医療機関、高齢者施設等従事者向け研修

　令和７年１月９日
　新興感染症医療コーディネーター等医師　４名　※IHEAT研修も兼ねる

　令和６年９月１９日
　高齢者施設の管理者等　４２名

　令和６年１０月２３日
　高齢者施設の管理者等　３３名

　令和６年１１月２６日
　高齢者施設の管理者等　３２名

　令和６年１０月２９日、１１月１１日
高齢者施設４施設　１６名

（イ）保健所職員向け研修・訓練

　令和６年５月７日、５月８日

　令和６年１２月２６日　※IHEAT研修も兼ねる

イ　IHEAT研修

（医師）
　令和７年１月９日
　IHEAT要員　１名

（看護職）
　令和６年１２月２６日
　IHEAT要員　３名

開催日
参加者数

内　容 （イ）保健所職員向け研修・訓練にて実施。

※IHEAT（Infectious disease Health Emergency Assistance Team）とは、感染症のまん延
等の健康危機が発生した場合に、地域の保健師等の専門職（医師、保健師、看護師、薬剤師等）を
有効に活用し、保健所等の業務を支援する仕組みのことです。

内　容
・これからの新興感染症対策とコロナ禍での保健所の対応状況
・感染症発生時の業務（疫学調査）について

開催日
参加者数

内　容 （ア）医療機関、高齢者施設等従事者向け研修にて実施。

内　容 ・感染管理認定看護師による環境ラウンドの実施

開催日

内　容 PPEの着脱訓練、搬送車両・アイソポッド等搬送用具の取扱い訓練

開催日

開催日
参加者数

内　容
・高齢者施設における有効な感染対策と手技について
・嘔吐物処理と手洗い、手指消毒について

開催日
参加者数

参加者数

内　容
・感染対策に活用できるBCPの作成
・ラウンド等から考える高齢者施設での感染対策

開催日
参加者数

内　容 ・感染症BCPの作成について

開催日
参加者数

内　容
・新興感染症対策について
・コロナ禍での医療連携の実際と課題について

開催日

　日南保健所では、令和５年度の宮崎県感染症予防計画改正を踏まえ、令和６年３月に健康危機
管理対処計画（感染症）を策定し、新型コロナウイルス感染症を含む感染症への対応強化に取り
組んでいます。
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　(1)  精神障がい者の保護申請･通報･届出状況

（令和６年度）

要措置 措置不要
再掲）

緊急措置

0 0 0 0 0 0

15 7 3 4 1 8

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

15 7 3 4 1 8

　(2)  精神医療事務(2)  精神医療事務

（令和６年度）

入 院 解 除 定期病状 入 院 退 院 更新

日 南 市 2 2 0 81 163 37

串 間 市 0 0 0 22 39 20

管 外 分 1 1 0 10 14 1

計 3 3 0 113 216 58

調査・診察結果

診察不要

一般人の申請

精神科病院の管理者の届出

要診察

検察官の通報

計

６　精神保健福祉

 　精神的健康の保持増進、並びに精神障がい者の社会復帰の促進、自立と社会経済活
動への参加の促進を図るため、自立支援（精神通院）医療費公費負担をはじめ、相談
体制の充実や社会復帰施設等の整備、休日等の精神科救急医療体制の確保等を実施し
ています。
　また、こころの健康相談及びアルコール関連問題に対する支援は随時行っていま
す。

措 置 医 療 保 護

　精神障がい者の人権に配慮しつつ、その適正な医療及び保護を確保しています。
　また、自傷他害のおそれのある精神障がい者について、申請、通報、届出が行われ
ます。調査・診察の結果、医療及び保護のために入院させなければ自傷他害のおそれ
があると認めた者を、精神保健福祉法第２９条に基づき、精神科病院に入院させるこ
とができます。

   各種入院形態のうち、「措置入院」は２人以上の精神保健指定医の診察による入院
です。「医療保護入院」は精神保健指定医による診察の結果、本人の同意がなくても
家族等の同意による入院です。

警察官の通報

件 数
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(3) 相談及び訪問指導

ア 　面接相談 （令和６年度）

計 16 0 0 3 0 0 0 0 0 6 0 0 24 33

イ 　訪問指導 （令和６年度）

計 18 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 43 45

ウ　電話相談 （令和６年度）

1 0 21 0 2 1 1 11 10 0 0 279 326

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(4)  こころの健康相談

（令和６年度）

(5)  日南串間地域精神保健福祉協議会

ア　日南串間地域精神保健福祉協議会理事会

　令和６年６月２６日

　１７名

イ　精神障がい者・家族・支援者交流会

ウ　日南串間地域精神保健福祉協議会だより
　令和７年３月

　「潮騒(No.３３)」

てんかん その他 計
心の健康
づくり

摂食障害ゲーム

うつ
うつ状態

計

　当事者、家族、関係者等への相談・家庭訪問を通して、障がいへの理解、協力、治療の継続、日常生活への支援等
を行っています。

思春期ゲーム
心の健康
づくり

薬  物
うつ

うつ状態
ギャンブル

実人員

内容

電話による相談

電子メールによる相談

ゲーム

薬  物アルコール

社会復帰 薬  物

延             人               員

６人

出席者

心の健康
づくり

思春期

・参加団体の紹介
・グラウンドゴルフ
・レクリエーションゲーム

　令和６年１２月２日

　１１３名

開催日

・令和５年度事業実績及び決算について
・令和６年度事業計画及び予算について
・宮崎県精神保健福祉連絡協議会会長表彰の推薦について

ギャンブル

ギャンブル
実人員

社会復帰

延             人               員

てんかん その他
老人

精神保健
計

摂食障害

内容

老人
精神保健

アルコール

内容

発行日

４回回数

相談者数

開催日

参加者

　 精神障がい者の社会復帰・社会参加をめざし、精神保健福祉に関する意見交換、知識の普及啓発や精神保健活動の推
進に取り組んでいます。

　うつ状態、ひきこもり、アルコール依存等こころの健康や病気の不安や悩みに関して、精神科医師による個別相談を
実施しています。

社会復帰
老人

精神保健
アルコール

延             人               員

摂食障害 てんかん その他

思春期
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(6)  地域移行支援

ア　日南串間地域精神障がい者地域移行支援協議会

開催日

出席者

内容

イ　担当者会

１回目

開催日 　令和６年１０月３日

出席者 　１３名

内容

２回目

開催日 　令和７年３月１３日

出席者 　６名

内容

ウ　ピア体験活動

開催日 　令和７年１月２２日

開催場所 　日南保健所

出席者 　２５名

内容

エ　研修会

開催日

開催場所

出席者

内容

　・体験発表
　・グループワーク

　・体験発表
　・ピア活動説明
　・ピア活動体験

　令和７年３月２６日

　県南病院

　１4名

　精神障がい者の地域生活への移行を促進するために地域における社会資源を把
握し、体制整備のための調整、精神障がい者支援の推進のための研修企画・実施
について協議し、円滑な支援を実施していくことを目的に設置しています。

　令和６年６月２６日

　９名

　・令和５年度事業報告
　・令和６年度事業計画
　・日南串間地域精神障がい者地域移行支援協議会委員等について

　・事業概要及びこれまでの取組について
　・各機関の取組実績及び今年度の活動計画について
　・日南串間地域の社会資源について
　・ピア体験活動について

　・ピアサポート活動の実施報告
　・日南串間地域の社会資源について
　・意見交換
　・来年度の取組について
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 (7)  自殺対策

ア　日南串間地域自殺対策推進協議会

　令和６年１１月１３日

   ２０名

イ　日南串間地域自殺対策推進協議会担当者会

　令和６年１２月２０日

　１３名

　日南保健所・オンライン同時開催（Microsoft Teams使用）

　令和７年２月１８日

　３３名（現地参加２０名・オンライン参加１３名）

　講演
　　「子どもたちのメンタルヘルスと支援」
　講師
　　　宮崎大学医学部精神医学講座　大平　洋明　氏

エ   普及啓発活動

　ミネサキ串間店他（串間市）/宮崎銀行吾田支店（日南市）

　令和７年３月５日/令和７年３月１９日

　日南市・串間市と協働で店頭入り口にのぼり旗等の掲示及び啓発ジャンパー
の着用をし、リーフレットや啓発グッズの配布を行った。

内　容

開催場所

開催日

開催日

出席者

開催場所

ウ　自殺対策人材育成研修会

内　容

　・宮崎県及び管内の自殺の現状について
　・自殺予防サポートネットワーク及び自殺未遂者支援について
　・うつ病医療連携事業について
　・高校生のこころの健康に関する実態調査の実施について

参加者

内　容

　宮崎県では、自殺死亡率が全国的にも高い位置にあり、その減少を図ることが重要な課題
になっていることから、複合的な自殺対策プログラムを実施しています。

出席者

開催日

内　容

開催日

　・宮崎県及び管内の自殺の現状について
　・各関係機関・団体における自殺対策の現状や課題等について
　・自殺予防サポートネットワーク及び自殺未遂者支援について
　・うつ病医療連携強化事業について
　・高校生のこころの健康に関する実態調査の実施について
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７　難病対策

      
　　

 (1) 特定医療費（指定難病）受給者証交付状況（市別･疾患別）

      

市名
疾病名

01 球脊髄性筋萎縮症 2 0

02 筋萎縮性側索硬化症 6 2

05 進行性核上性麻痺 1 1

06 パーキンソン病 37 24

07 大脳皮質基底核変性症 1 1

11 重症筋無力症 15 6

13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 4 3

14
慢性炎症性脱随性多発神経炎／多巣性
運動ニューロパチー 8 3

15 封入体筋炎 0 1

17 多系統萎縮症 4 2

18 脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く。） 4 4

19 ライソゾーム病 3 0

22 もやもや病 6 2

26 HTLVー１関連脊髄症 5 1

28 全身性アミロイドーシス 3 1

34 神経線維腫症 0 2

35 天疱瘡 1 0

37 膿疱性乾癬（汎発型） 1 2

40 高安動脈炎 1 0

41 巨細胞性動脈炎 1 0

43 顕微鏡的多発血管炎 8 4

44 多発血管炎性肉芽腫症 1 1

45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 4 0

46 悪性関節リウマチ 1 0

49 全身性エリテマトーデス 22 13

50 皮膚筋炎／多発性筋炎 12 2

51 全身性強皮症 26 3

52 混合性結合組織病 1 2

53 シェーグレン症候群 9 1

54 成人発症スチル病 4 1

56 ベーチェット病 6 3

57 特発性拡張型心筋症 11 1

58 肥大型心筋症 6 0

60 再生不良性貧血 7 1

62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1 0

63
免疫性血小板減少症
（旧）特発性血小板減少性紫斑病 11 3

12

1

2

14

35

5

9

12

8

1

1

10

29

4

3

4

2

11

6

2

1

3

1

6

日南市 

21

7

1

14

 串間市 合計

2

8

2

    原因不明で治療方法が未確定である難病患者を対象に、特定医療費（指定難病）支給を実
施するとともに、在宅療養生活の質の維持・向上を目的とした難病患者地域支援対策推進事
業（訪問相談、医療相談事業）など、総合的な難病対策を実施しています。

    原因が不明で治療が確立していない難病のうち、特定の疾患に対して、治療研究の推進と
併せて医療費の自己負担軽減を図るため、特定医療費（指定難病）受給者証の交付を行って
います。
  医療費助成の対象疾患は３４１疾患（令和７年３月３１日時点）ですが、そのうち管内に
受給者がいる疾患は８３疾患です。

8

61

6

8

3

令和７年3月31日現在

疾病
番号
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市町村名
疾病名

66 IgA腎症 1 3 4

67 多発性嚢胞腎 1 0 1

68 黄色靱帯骨化症 3 2 5

69 後縦靱帯骨化症 26 6 32

70 広範脊柱管狭窄症 0 1 1

71 特発性大腿骨頭壊死症 5 5 10

72 下垂体性ADH分泌異常症 4 0 4

74 下垂体性PRL分泌亢進症 2 1 3

77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 0 3 3

78 下垂体前葉機能低下症 13 3 16

84 サルコイドーシス 8 2 10

85 特発性間質性肺炎 17 6 23

86 肺動脈性肺高血圧症 4 0 4

88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 4 1 5

90 網膜色素変性症 15 4 19

93 原発性胆汁性胆管炎 16 13 29

94 原発性硬化性胆管炎 1 0 1

95 自己免疫性肝炎 3 0 3

96 クローン病 18 3 21

97 潰瘍性大腸炎 32 7 39

99 慢性特発性偽性腸閉塞症 1 0 1

106 クリオピリン関連周期熱症候群 0 1 1

113 筋ジストロフィー 0 1 1

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳
動脈症 1 0 1

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びま
ん性白質脳症 1 0 1

127 前頭側頭葉変性症 2 0 2

158 結節性硬化症 1 0 1

162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 6 2 8

167
マルファン症候群
／ロイス・ディーツ症候群 1 0 1

168 エーラス・ダンロス症候群 1 0 1

177 ジュベール症候群/ロイス・ディーツ症候群 1 0 1

179 ウィリアムズ症候群 1 0 1

210 単心室症 0 1 1

214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 1 0 1

215 ファロー四徴症 1 0 1

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 1 1

222 一次性ネフローゼ症候群 3 2 5

224 紫斑病性腎炎 0 1 1

229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 1 1

238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化 1 0 1

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ
ラーゼ欠損症 0 1 1

260 シトステロール血症 1 0 1

271 強直性脊椎炎 1 0 1

296 胆道閉鎖症 0 1 1

300 IgG4関連疾患 1 0 1

302 レーベル遺伝性視神経症 1 1 2

306 好酸球性副鼻腔炎 9 2 11

441 165 606合                            計

疾病
番号

日南市 串間市 合  計
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（２）特定医療費（指定難病）受給者証申請事務取扱件数

（令和６年度） （単位：件）

新規 継続

93 553

（３）相談及び訪問指導実施状況

（令和６年度） （単位：件）

電話 面接 実数 延数

317 1013 9 17

（４）難病患者在宅療養支援事業
（令和６年度）

ア 0 延件数

イ 0 延人数

ウ 0 回

0 回

0 回

オ 1 回

医療相談事業実施状況 （令和６年度）

患者のみ
患者と
家族

家族のみ その他

0

難病対策地域協議会実施状況

開催日

参加者

内容

令和６年１２月２３日（月）

１３名

（１）報告
・指定難病医療受給者の状況等について
・在宅難病患者救急搬送システム（くろしお台帳）について
（２）意見交換
・難病患者の災害対策について
（３）情報提供
・指定難病要支援者証明事業（登録証）について

難病対策地域協議会

対象疾患
群

実施
回数

参加者数（延人員）
内容

在宅療養支援計画策定・評価事業

訪問相談員育成事業（研修会参加）

医療相談事業

エ
訪問相談事業（訪問相談員派遣含む）

訪問指導事業（診療）

事業名 実施状況

記載事項変更等

160

相談延件数 訪問件数
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8　骨髄バンク登録推進事業

年　　度 窓口日数 受付人数 登録人数

令和６年度 12 0 0

令和５年度 12 2 2

年　　度 場　　所

令和６年度
日南学園
高等学校

令和５年度

宮崎医療福祉
カレッジ

道の駅くしま

登録会の開催
ポスター・のぼりの展示、
パンフレットの配布

登録人数

登録会の開催
ポスター・のぼりの展示、
パンフレットの配布
骨髄移植・ドナー登録に関す
る講話

8

12

　骨髄バンクに関するパンフレットの配布、キャンペーン等を利用して知識の普
及や受付業務を行い、登録を推進しています。

　白血病・再生不良性貧血・先天性免疫不全症などの血液難病の治療に有効な骨
髄移植について、知識の普及啓発を図ることを目的に平成８年１０月から開始さ
れました。
  骨髄移植推進財団等との連携により、骨髄提供希望者保健所受付業務や集団登録
受付業務を行い、知識を普及するとともに、登録の窓口としての役割を担ってい
ます。

 (1)  骨髄提供者登録状況

 (2)  集団登録受付状況

　骨髄提供希望者の保健所受付業務として、定期の窓口を設け、自由意思に基づ
く骨髄提供希望者に対して、知識の普及、意思確認等の窓口業務を行うととも
に、検査のため採血を行っています。

内　　容
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Ⅲ　衛生環境課
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１  食品衛生
  (１)  市別食品関係施設数及び監視件数(旧法上の業種）

日
南
市

串
間
市

合
 

計

営
業
停
止
命
令

販
売
停
止
命
令

改
善
命
令

廃
棄
・
危
害

除
去
命
令

文
書
通
知

始
末
書
等
徴
収

指
導
票

口
頭
指
導

飲食店営業（旅館） 13 7 20 9 0 0 0 0 0 0 0 4

飲食店営業 239 63 302 15 0 0 0 0 0 0 0 7

飲食店（臨時） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

喫茶店営業 5 2 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0

喫茶店（削氷） 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

菓子製造業 26 6 32 5 0 0 0 0 0 0 0 3

菓子製造業（回転焼） 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

菓子製造業（臨時） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

あん類製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アイスクリーム類製造業 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乳処理業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乳製品製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集乳業 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乳類販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乳類販売業（店頭販売） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食肉処理業 3 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食肉販売業 10 5 15 2 0 0 0 0 0 0 0 0

食肉製品製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

魚介類販売業 16 16 32 6 0 0 0 0 0 1 0 2

魚介類せり売営業 2 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

魚肉ねリ製品製造業 7 1 8 5 0 0 0 0 0 0 0 3

食品の冷凍冷蔵業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

清涼飲料水製造業 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乳酸菌飲料水製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

氷雪製造業 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

氷雪販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食用油脂製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

マーガリン製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

みそ製造業 3 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

しょう油製造業 2 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ソース類製造業 3 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

酒類製造業 6 3 9 1 0 0 0 0 0 0 0 1

豆腐製造業 2 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0

納豆製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

めん類製造業 5 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そうざい製造業 22 1 23 3 0 0 0 0 0 0 0 0

かん詰・びん詰製造業 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

添加物製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　　計 370 113 483 47 0 0 0 0 0 1 0 20

食品製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食品販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

行商 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集団給食（学校） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集団給食（幼稚園） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集団給食（病院･診療所） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集団給食（保育所） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集団給食（福祉施設） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集団給食（事業所） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小　　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合     計 370 113 483 47 0 0 0 0 0 1 0 20

  食品衛生法及び食品等取扱条例に基づき、管内の許可施設を対象として、食
品衛生に関する監視指導を行っています。

条
例
に
よ
る
登
録
を
要
す
る
施
設

(令和６年度末)

業　　種

施　　設　　数

監
視
件
数

措  置  件  数

食
品
衛
生
法
に
よ
る
許
可
を
要
す
る
施
設
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１  食品衛生
  (１)  市別食品関係施設数及び監視件数（新法上の業種）

日
南
市

串
間
市

合
 
計

営
業
停
止
命
令

販
売
停
止
命
令

改
善
命
令

廃
棄
・
危
害
除

去
命
令

文
書
通
知

始
末
書
等
徴
収

指
導
票

口
頭
指
導

飲食店営業 386 114 500 119 1 0 0 0 0 1 0 6

　　〃　（臨時） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

調理機能を有する自動
販売機により食品を調
理し、
調理された食品を販売
する営業

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食肉販売業 15 5 20 10 0 0 0 0 0 0 0 1

魚介類販売業 11 16 27 27 0 0 0 0 0 0 0 1

魚介類競り売り営業 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集乳業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乳処理業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

特別牛乳搾取処理業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食肉処理業 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食品の放射線照射業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

菓子製造業 49 21 70 10 0 0 0 0 0 0 0 1

ｱｲｽｸﾘｰﾑ類製造業 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

乳製品製造業 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

清涼飲料水製造業 1 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0

食肉製品製造業 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水産製品製造業 14 7 21 10 0 0 0 0 0 0 0 0

氷雪製造業 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

液卵製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食用油脂製造業 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 みそ又はしょうゆ製造業 9 1 10 4 0 0 0 0 0 0 0 0

酒類製造業 6 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

豆腐製造業 1 2 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0

納豆製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

麺類製造業 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そうざい製造業 41 14 55 9 0 0 0 0 0 0 0 1

 複合型そうざい製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

冷凍食品製造業 1 2 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0

 複合型冷凍食品製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

漬物製造業 19 4 23 13 0 0 0 0 0 0 0 0

密封包装食品製造業 6 1 7 1 0 0 0 0 0 0 0 1

食品の小分け業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

添加物製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 570 190 760 207 1 0 0 0 0 1 0 11

　食品衛生法に基づき、管内の許可施設を対象として、食品衛生に関する監視
指導を行っています。

(令和６年度末)

業　　種

施　　設　　数

監
視
件
数

措  置  件  数

食
品
衛
生
法
に
よ
る
許
可
を
要
す
る
施
設
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１  食品衛生

  (１)  市別食品関係施設数及び監視件数（届出の業種）

日
南
市

串
間
市

合
 

計

営
業
停
止
命
令

販
売
停
止
命
令

改
善
命
令

廃
棄
・
危
害
除

去
命
令

文
書
通
知

始
末
書
等
徴
収

指
導
票

口
頭
指
導

魚介類販売業（包装済み
の魚介類のみの販売）

6 5 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食肉販売業（包装済みの
食肉のみの販売）

5 9 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乳類販売業 8 13 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0

氷雪販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

コップ式自動販売機（自
動洗浄・屋内設置）

7 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0

弁当販売業 3 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

野菜果物販売業 9 9 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0

米穀類販売業 1 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

通信販売・訪問販売によ
る販売業

0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

コンビニエンスストア 20 7 27 2 0 0 0 0 0 0 0 0

百貨店、総合スーパー 35 18 53 37 0 0 0 0 0 0 0 0

自動販売機による販売業
（コップ式自動販売機
（自動洗浄・屋内設置）
及び営業許可の対象とな
る自動販売機を除く）

16 1 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の食料・飲料販売
業

68 34 102 6 0 0 0 0 0 0 0 0

添加物製造・加工業（法
第13 条第１項の規定に
より規格が定められた添
加物の製造を除く。）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

いわゆる健康食品の製
造・加工業

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

コーヒー製造・加工業
（飲料の製造を除く。）

7 2 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0

農産保存食料品製造・加
工業

5 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

調味料製造・加工業 9 3 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0

糖類製造・加工業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

精穀・製粉業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

製茶業 3 2 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海藻製造・加工業 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

卵選別包装業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他の食料品製造・加工業 63 11 74 0 0 0 0 0 0 0 0 0

行商 100 47 147 0 0 0 0 0 0 0 0 0

集団給食施設 73 28 101 9 0 0 0 0 1 0 0 8

器具、容器包装の製造・
加工業（合成樹脂が使用
された器具又は容器包装
の製造、加工に限る。）

3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

露店、仮設店舗等におけ
る飲食の提供のうち、営
業とみなされないもの

0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 443 197 640 54 0 0 0 0 1 0 0 8

食
品
衛
生
法
に
よ
る
届
出
を
要
す
る
施
設

　食品衛生法に基づき、管内の届出施設を対象として、食品衛生に関する監視
指導を行っています。

(令和6年度末)

業　　種

施　　設　　数

監
視
件
数

措  置  件  数
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(２)  食品の収去検査

検査機関　

　種類
検査
件数

不良
件数

検査
件数

不良
件数

検査
件数

不良
件数

検査
件数

不良
件数

検査
件数

不良
件数

検査
件数

不良
件数

魚介類 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

冷凍食品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

魚介類加工品 0 0 0 0 0 0 7 0 7 0 0 0

肉卵類及びその加工品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乳製品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乳類加工品 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アイスクリ－ム類・氷菓 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

穀類及びその加工品 3 0 1 0 0 0 3 0 2 0 0 0

野菜類・果物及び加工品 4 0 3 0 7 0 0 0 0 0 13 0

菓子類 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

清涼飲料水 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

酒精飲料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

氷雪・水 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

缶詰め・瓶詰め食品 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

弁当 7 1 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そうざい 10 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 33 1 30 0 7 0 10 0 9 0 16 0

理化学

              食品の収去検査とは 

　食品の製造者や生産者から定期的に食品の収去検査を実施し、不良食品の排除と食中毒
の発生防止に努めるとともに、食品業者の自主検査を推進しています。

残留農薬 細  菌
残留農薬・
抗菌性物質

細　菌

公衆衛生センター

理化学

衛生環境研究所

(令和６年度末)

市場に流通している食品の安全性を確認するため､計画的に食品を製造者や販売者か

ら提供してもらい､食中毒細菌等の微生物や食品添加物等の化学物質を検査しています。

また、野菜や果物の残留農薬や肉魚等の残留抗生物質の検査を実施し､安全な食品が食

卓に届くよう､監視しています。
もし､不良な結果が出たときは､製品の回収や再発防止のための製造方法の見直し等を

保健所の食品衛生監視員が指導しています。
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(３)  不良食品(苦情処理を含む)発生件数

　
菓
子
類

　
弁
当
・
そ
う
ざ
い

　
清
涼
飲
料
水

 
つ
け
も
の

 
び
ん
詰
・
か
ん
詰

 
牛
乳
（
乳
製
品
）

　
魚
肉
加
工
品

　
食
肉
･
食
肉
製
品

　
豆
腐

　
そ
の
他

　
管
内
製
造
所

　
管
内
販
売
所

　
管
外

　
県
外

　
表
示

 
腐
敗
異
味
異
臭

　
カ
ビ

　
異
物
混
入

　
成
分
規
格

　
保
存
基
準

 
そ
の
他

2 3 1 0 0 0 1 0 0 2 8 1 0 0 2 2 1 0 0 0 4

(４)  食中毒発生件数

(５)  免許関係

(６)  対EU輸出に係る検査

なし

(令和６年度)

食　　品　　別 施 設 別 内 容 別

010

2

22

(令和６年度)

0

0

免許申請種　類

調理師

ふぐ処理師

製菓衛生師

受験願書

※ 荷口検査は、平成28年8月より週1回検査から月1回検査に変更。（平成28年6月30日付厚労省通知）

再交付

5

0

事　業　所 荷口検査件数 輸出証明書発行件数

書換え交付

1

5

黒瀬水産（株） ブリ 12 460

輸 出 食 品

(令和６年度)
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2　動物管理

 (１)  犬の登録及び注射頭数
(令和6年度)

日南市 計

121 169

1,515 2,121

2,317 3,192

(令和6年度)

日南市 管外 計

2 0 2

16 0 25

18 0 27

0 0 2

18 0 29

11 0 17

4 0 10

4 0 5

1 0 1

2 0 2

2 0 2

11

　咬傷事故は、放し飼いや係留方法に不手際がある事故も多いため、今後とも引き続
き正しい飼い方の指導啓発が必要であると考えられます。

2

9

9

0

串間市

引　　取　　り

区　分

 (２)  狂犬病予防業務実績

串間市

48

606

0

0

0

1

6

6

捕
獲

捕　獲　器

そ　の　他

小　　　計

（捕獲＋引取り）計

処
分

　狂犬病予防法及び県犬取締条例に基づき、犬の登録・注射及び捕獲・抑留等の業務
を行っています。

区　分

新　規　登　録

注　　　　　射

登　録　頭　数 875

返　　還

譲　　渡

咬
傷
事
故

犬

人

調　査　日　数

殺  処  分
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(3) 犬取締条例関係業務実績

(令和6年度)

日南市 串間市 計

0 0 0

1 0 1

9 3 12

4 3 7

14 6 20

3 0 3

36 16 52

4 0 4

0 0 0

43 16 59

18 9 27

0 2 2

(４)  猫の引取

(令和6年度)

日南市 串間市 計

0 0 0

0 0 0

7 4 11

12 1 13

6 1 7

6 5 11

8 0 8

区　分

行
政
措
置
件
数

措　置　命　令

指　示　書

指　導　票

指　導　書

計

苦
情
届
出
数

人　の　被　害

家庭環境の被害

公共物の被害

家畜家きん農産物等の被害

計

依
頼
件
数

保　　護

引き取り

　猫については、依然として苦情や処分頭数も多く、不妊手術の実施や屋内飼
育の推進等正しい猫の飼い方について、普及啓発を行っています。

区　分

引
取
り

件　　数

頭　　数

放　　置　　猫

負　　傷　　猫

処
分

返　　還

譲　　渡

殺  処  分

75



(５)  特定動物の飼育許可施設

(令和6年度末)

日南市 串間市 計

0（０） 0（０） 0（０）

　　※　（　）内は頭数

(６)  動物愛護関係

ア　動物の愛護及び管理に関する法律関係届出施設数

(令和6年度末)

日南市 串間市 計

7 9 16

11 3 14

0 0 0

2 0 2

1 1 2

21(18) 13(12) ３4(30)

　　※　１つの施設で複数の業の届出をしている場合有り。（　）内は登録業者実数。

イ　動物愛護関係事業

ウ　宮崎県動物愛護推進協議会日南支部会議

開催日

書面開催

特定動物の種類

－

訓　練

保　管

貸出し

動物取扱業

販　売

随時

展　示

総施設数

内　　　　容

・5年度の活動実績について
・6年度の活動計画について
・6年度の犬の登録、注射頭数について
・地域猫活動について
・動物愛護推進員の推薦について

会　　　議

第１回

(令和6年度末)

実　　施　　日 内　　　　　　容

(令和6年度末)

　犬のしつけ方教室
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(７)  化製場等許可施設数

  （令和6年度末）

区　分 施設数 申請 許可 廃止

0

化　　製　　場 0 0 0 0

0

死
亡
獣
畜
取
扱

解　　体 0 0 0 0

埋　　却 0 0 0

焼　　却 0 0 0

0

貯蔵保管 0 0 0 0

0 0

0 0

（施設数）計 0 0 0 0

準
用
施
設

原　皮　貯　蔵 0

製　　造 0 0
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３　薬務及び献血

  (１)  市別薬事業態数

専   業

薬   局

第１種

第２種

薬   局

第１種

第２種

第３種

特定毒物使用者

特定毒物研究者

医
 
 
薬
 
 
品

0

2

0

0

0

2

0

0

5

0

0

0

0

0

2

0

0

0

2

0

0

0

0

37

40

1

0

1

4

0

0

1

30

35

1

0

1

4

7

22

0

15

1

0

0

0

0

24

0

0

0

11

14

0

10

1

0

0

0

0

0

0

0

0

85

3125

0

0

0

0

6

0

0

0

0

0

61

41

1

0

0

2

0

0

2

0

1

13

1 1

0

0

3

17

0

1

0

医薬部外品製造業

輸　入　業

日　南　市 串　間　市

0

0

1

0

33

0

新配置販売業

0

0

0

0

8

0

0

0

4

0

0

0

3

麻薬研究者

麻薬診療施設

麻薬小売業者

医薬部外品製造販売業

製　造　業

化粧品製造業

化粧品製造販売業

業務上取扱者

麻
薬
･
覚
醒
剤

毒
物
劇
物

大麻研究者

特定品目販売業

一般販売業

　薬局開設者、医薬品販売業者、麻薬取扱者、毒物劇物販売業者等に対して、医薬
品、毒物劇物、麻薬等の適正な取扱いを指導しています。
　また、血液の安定確保を図るため、献血の広報活動等を行っています。

卸売販売業

修　理　業

特例販売業（へき地）

既存配置販売業

製造
販売業

店舗販売業

薬種商販売業

覚醒剤原料取扱者

管理医療機器販売業・貸与業

（令和6年度末）

区　分
施　　設　　数

製造業

薬        局

覚醒剤研究者

計

医
療
機
器

製　造　業

高度管理医療機器等販売業・貸与業

向精神薬研究施設

麻薬卸売業者

農業用品目販売業

製造
販売業

78



(２)  薬務関係許可･更新等の処理件数

（令和6年度）

新 規 更 新

5 7 12

専　業 0 0 0

薬　局 0 0 0

第１種 0 0 0

第２種 0 0 0

薬　局 0 0 0

1 2 3

0 1 1

0 0

0 0 0

0 0 0

1 1

23 23

6 6

0 0 0

第１種 0 0 0

第２種 0 0 0

第３種 0 0 0

0 0 0

0 2 2

6 6

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 2 2

0 2 2

0 2 2

0 0

0 0

0 0

18 18

16 16

2 2

9 9

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

1 1

88 18 106

区　分
許 可 ・ 登 録 等

合 計

医
 
 
薬
 
 
品

薬　　局

製造業

製造
販売業

店舗販売業

卸売販売業

薬種商販売業

特例販売業

配置販売業

配置従事者身分証明書交付申請

登録販売者試験受験申請

販売従事登録申請

医
療
機
器

製造業

製造
販売業

修　理　業

高度管理医療機器等販売業・貸与業

管理医療機器販売業・貸与業

医薬部外品製造業

医薬部外品製造販売業

化粧品製造業

化粧品製造販売業

毒
物
劇
物

製　造　業

輸　入　業

一般販売業

農業用品目販売業

特定品目販売業

業務上取扱者

特定毒物使用者

特定毒物研究者

毒物劇物取扱者受験願書

合       計

麻薬研究者免許

向精神薬研究施設

覚醒剤研究者免許

覚醒剤原料取扱者免許

大麻研究者免許

薬剤師免許

麻
薬
･
覚
醒
剤
･
大
麻

麻薬施用者免許

麻薬管理者免許

麻薬小売業者免許

麻薬卸売業者免許
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(３)  市別計画に対する献血状況

（令和６年度）

200ｍL 400ｍL 200ｍL 400ｍL

日 南 市 0 940 940 1 658 659 70.0

串 間 市 0 290 290 0 252 252 86.9

計 0 1,230 1,230 1 910 911 74.0

(単位 ： 人）

献血について

　健康な血液が、貴い生命を支えます。患者さんの生命を守るのは、献血から生まれる愛の
贈り物です。
　通常の献血車による献血以外に、血液センターや献血ルームでも献血することができま
す。また、夏休み親子献血やクリスマス献血キャンペーンはたちの献血等も実施し、多くの
方に献血への理解を求めています。

市 町 村

目    標 実    績

400ｍL
達成率
（％）

内訳

計

内訳

計
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４　生活衛生関係

　  生活衛生関係営業施設数及び監視件数

（令和6年度末）

日南市 串間市 計

31 10 41 19

43 28 71 10

74 38 112 29

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

2 2 4 0

2 2 4 0

0 0 0 0

ヘルスセンター 0 0 0 0

ディサービス 0 0 0 0

サウナ風呂 0 0 0 0

その他 10 2 12 11

10 2 12 11

65 25 90 0

149 59 208 51

214 84 298 51

10 2 12 9

35 10 45 0

0 0 0 0

45 12 57 9

345 138 483 100

2 1 3

370 909 1,279

35 9 44

407 919 1,326

※「その他」については、市に権限委譲されているため監視業務なし。

合　　　　計

小　　　　計

理　容　所

美　容　所

小　　　　計

理
美
容

納　　骨　　堂

洗濯物の処理

取　次　所

洗濯物の貸与回収

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所

合　　　　計

そ
の
他

小　　　　計

火　　葬　　場

墓　　　　　地

　生活衛生営業指導員制度により、施設の衛生水準の維持向上と営業者による自主衛
生管理体制の構築に努めています。

業 種
施　設　数

監視件数

旅
館

ホ　テ　ル ・ 旅　館

簡　易　宿　所

小　　　　計

公
衆
浴
場

興
行
場

ス　ポ　ー　ツ　施　設

演　劇　・　音　楽

そ　の　他

小　　　　計

一　般　公　衆　浴　場

映　画　館

特
殊
浴
場
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5　大気保全

  (1)  市別大気関係特定施設届出数

(令和６年度末)

新 設 廃 止

45 0 0 45 32 13

1 ボ イ ラ ー 79 2 1 80 62 18

9 焼　成　炉 2 0 0 2 2 0

11 乾　燥　炉 1 0 0 1 0 1

13 廃棄物焼却炉 4 0 0 4 3 1

29 ガスタービン 1 0 0 1 1 0

30 ディーゼル機関 22 0 0 22 14 8

31 ガス機関 10 0 0 10 0 10

条例 1 乾　燥　炉 0 0 0 0 0 0

19 1 0 20 14 6

2 (鉱物または土石の)堆積場 11 1 0 12 7 5

3 ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ・ﾊﾞｹｯﾄｺﾝﾍﾞｱ 3 0 0 3 2 1

4 破砕機・摩砕機 6 0 0 6 5 1

5 ふ　る　い 3 0 0 3 3 0

1 ベルトコンベア 33 0 0 33 22 11

2 破砕機・摩砕機 4 0 0 4 2 2

3 ふ　る　い 5 0 0 5 3 2

0 0 0 0 0 0

大気汚染
防止法

8 洗 浄 施 設 0 0 0 0 0 0

3 0 0 3 2 1

ボイラー 0 0 0 0 0 0

廃棄物焼却炉 4 0 0 4 3 1

令和６年度

大気汚染
防止法

事 業 場 数

区 分

項

番

号

施 設 名
令和５
年度末

　大気汚染を防止するため、大気汚染防止法及びみやざき県民の住みよい環境の保
全等に関する条例に基づき、届出等の審査・受理を行うとともに、事業場の立入検
査を実施しています。
　また、大気汚染監視局を、日南市の２か所に設置し、風向風速、二酸化硫黄、浮
遊粒子状物質、一酸化炭素、二酸化窒素、光化学オキシダント、微小粒子状物質
（ＰＭ2.5、１か所のみ）を年間を通じて２４時間連続測定しています。

日南市 串間市
令和６
年度末

水銀
排出
施設

大気汚染
防止法

事 業 場 数

ば

い

煙

発

生

施

設

事 業 場 数

大気汚染
防止法

粉

じ

ん

発

生

施

設

揮発性
有機化
合物排
出施設

事 業 場 数

条例
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　(2)  立入検査件数

（令和６年度）

施設・維持
管 理 改 善 届 出 等

改善
命令

警告等

1 ボ イ ラ ー 2 0 0 0 0

9 焼　成　炉 0 0 0 0 0

11 乾　燥　炉 0 0 0 0 0

13 廃棄物焼却炉 3 0 0 0 0

21 焼成炉・溶解炉 0 0 0 0 0

29 ガスタービン 0 0 0 0 0

30 ディーゼル機関 0 0 0 0 0

31 ガス機関 0 0 0 0 0

条例 1 乾　燥　炉 － － － － －

5 0 0 0 0

2 (鉱物または土石の）堆積場 5 0 0 0 0

3 ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ・ﾊﾞｹｯﾄｺﾝﾍﾞｱ 0 0 0 0 0

4 破砕機・摩砕機 0 0 0 0 0

5 ふ　る　い 0 0 0 0 0

1 ベルトコンベア 8 0 0 0 0

2 破砕機・摩砕機 8 0 0 0 0

3 ふ　る　い 5 0 0 0 0

26 0 0 0 0
揮発性
有機化
合物排
出施設

大気汚染
防止法

8 洗浄施設 － － － － －

ボイラー － － － － －

廃棄物焼却炉 3 0 0 0 0

34 0 0 0 0

※測定検査件数も含む

測定指導内容

区 分

項

番

号

施 設 名
立入検査
件数※

立入指導内容

大気汚染
防止法

水銀
排出
施設

合　　計

ば

い

煙

発

生

施

設
計

粉

じ

ん

発

生

施

設

大気汚染
防止法

条例

計

大気汚染
防止法
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6　水質保全

 　(1)  市別水質関係特定施設届出数

（令和６年度末）

新 設 廃 止

1の2 畜産農業 97 0 0 97 73 24

2 畜産食料品製造業 5 1 0 6 5 1

3 水産食料品製造業 16 1 0 17 9 8

4 野菜・果実原料保存食料品製造業 4 0 0 4 3 1

5 みそ・しょうゆ等製造業 7 0 0 7 6 1

8 パン･菓子又は製あん製造業 2 0 0 2 2 0

10 飲料製造業 13 0 0 13 10 3

11 動物系飼料等製造業 2 0 0 2 0 2

16 めん類製造業 2 0 0 2 1 1

17 豆腐等製造業 11 0 0 11 8 3

21の3 合板製造業 1 0 0 1 1 0

22 木材薬品処理業 3 0 0 3 2 1

23 パルプ又は紙加工品製造業 1 0 0 1 1 0

27 無機化学工業製品製造業 1 0 0 1 1 0

51の2 ゴム製品製造業等 0 0 0 0 0 0

54 セメント製品製造業 4 0 0 4 3 1

55 生コンクリート 製造業 5 0 0 5 1 4

60 砂利採取業 1 0 0 1 0 1

65 酸又はアルカリ表面処理施設 2 0 0 2 2 0

66の3 旅館業 122 8 0 130 76 54

66の4 共同調理場 3 0 0 3 2 1

66の6 飲食店 2 0 0 2 2 0

67 洗たく業 17 0 0 17 14 3

68 写真現像業 6 0 0 6 3 3

68の2 病院 2 0 0 2 1 1

69の３ 地方卸売市場 3 0 0 3 2 1

71 自動式車両洗浄施設 48 1 0 49 37 12

71の2 科学技術研究等施設 3 0 0 3 3 0

71の3 一般廃棄物処理施設 2 0 0 2 2 0

72 し尿処理施設 14 0 0 14 10 4

73 下水道終末処理施設 3 0 0 3 2 1

県条例 学校等の理化学検査施設 3 0 0 3 1 2

405 11 0 416 283 133

　水質汚濁防止法及びみやざき県民の住みよい環境の保全等に関する条例に基
づき、届出等の審査・受理を行うとともに、事業場の立入検査を実施していま
す。
　また、公共用水域及び地下水の水質保全を図るため、定期的に排水の水質検
査を行っています。

計

項番号 業　　種
令和５
 年度末

令和６年度 令和６
年度末

日南市 串間市
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 (2)  立入検査件数 

施設･維持
管理改善 届出等 改善命令 警告等

1の2 畜産農業 24 0 0 0 1

2 畜産食料品製造業 0 0 0 0 0

3 水産食料品製造業 2 0 0 0 0

4 野菜・果実原料保存食料品製造業 0 0 0 0 0

5 みそ・しょうゆ等製造業 0 0 0 0 0

8 パン･菓子又は製あん製造業 0 0 0 0 0

10 飲料製造業 3 0 0 0 0

11 動物系飼料等製造業 0 0 0 0 0

16 めん類製造業 4 0 0 0 0

17 豆腐等製造業 0 0 0 0 0

21の3 合板製造業 0 0 0 0 0

22 木材薬品処理業 0 0 0 0 0

23 パルプ又は紙加工品製造業 5 0 0 0 0

27 無機化学工業製品製造業 0 0 0 0 0

51の2 ゴム製品製造業等 － － － － －

54 セメント製品製造業 0 0 0 0 0

55 生コンクリート 製造業 0 0 0 0 0

60 砂利採取業 0 0 0 0 0

64の2 浄水施設 5 0 0 0 0

65 酸又はアルカリ表面処理施設 0 0 0 0 0

66の3 旅館業 8 0 0 0 1

66の4 共同調理場 4 0 0 0 0

66の6 飲食店 0 0 0 0 0

67 洗たく業 0 0 0 0 0

68 写真現像業 0 0 0 0 0

68の2 病院 1 0 0 0 0

69の３ 地方卸売市場 0 0 0 0 0

71 自動式車両洗浄施設 0 0 0 0 0

71の2 科学技術研究等施設 0 0 0 0 0

71の3 一般廃棄物処理施設 0 0 0 0 0

71の4 産業廃棄物処理施設 5 0 0 0 0

72 し尿処理施設 1 0 0 0 0

73 下水道終末処理施設 0 0 0 0 0

74 特定事業場から排出される水の処理施設 5 0 0 0 0

県条例 学校等の理化学検査施設 0 0 0 0 0

67 0 0 0 2

※排水検査件数も含む

（ 令和６年度）

計

項番号 業　　種
立入検査
件数※

立 入 指 導 内 容 排 水 指 導 内 容
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7　浄化槽

　(1)  浄化槽設置基数
    　　　　   （ 令和６年度末）

日　南  市 串  間  市 計

4,321 1,989 6,310

5,437 1,989 7,426

9,758 3,978 13,736

  (2)  浄化槽設置届出数
（令和６年度）

日　南  市 串  間  市 計

111 31 142

8　土壌汚染

  (1)  指定届出区域告示件数

（ 令和６年度末）

2

  (2)  一定の規模以上の土地の形質変更届出数
（令和６年度）

日  南  市 串  間  市 計

2 2 4

　河川等の水質汚濁を防止するため、合併処理浄化槽の普及を推進するととも
に浄化槽管理者に義務づけられている、保守点検、清掃、法定検査について啓
発を行っています。

　土壌汚染対策法に基づく届出について、審査や受付を行っています。

届  出  数

告示件数

区　分

合併処理浄化槽

単独処理浄化槽

設置基数

届  出  数
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9　ダイオキシン類対策

   (1)  特定施設設置数

（令和６年度末）

区分 日南市 串間市 計

0 0 0

4 2 6

1 0 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

   (2)  ダイオキシン類対策特別措置法に基づく届出・報告数

（令和６年度）

日南市 串間市 計

0 0 0

0 0 0

0 0 0

3 3 6

10　フロン類対策

   (1)  登録業者数

（令和６年度末）

日南市 串間市 県外 計

10 0 8 18

   (2)  フロン排出抑制法に基づく申請・届出数

（令和６年度）

日南市 串間市 県外 計

1 0 0 1

1 0 0 1

0 0 0 0第一種フロン類充填回収業者廃業等届出

第一種フロン類充填回収業者変更届出

第一種フロン類充填回収業者登録（登録の更新）申請

区　　分

ダイオキシン類測定結果報告

種　　類

第一種フロン類充填回収業

　ダイオキシン類対策特別措置法に基づき届出等の受理を行うとともに、ダイオキシン類を排出
する施設へ排出削減の指導・啓発等を実施しています。

　フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン排出抑制法）に基づく届出等
の受理を行うとともに、フロン類による環境汚染を防止するために業者へ指導・啓発等を実施し
ています。

使用廃止届出

特定事業場から排出される水の処理施設

氏名等変更届出

設置（使用、変更）届出

水質

大気

廃棄物焼却炉に係る灰の貯留施設

区　　分

種　　類

アルミニウム合金製造用の溶解炉

廃棄物焼却炉

硫酸塩パルプ等製造用の塩素等漂白施設

廃棄物焼却炉に係る湿式集じん施設

下水道終末処理施設
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11　廃棄物

 　(1)  一般廃棄物処理施設数

　(2)  産業廃棄物処理施設数

　 　

3

0

串 間 市

計

2

1

3

2

0

（令和６年度末）

（令和６年度末）

0

0

0

1

0

0

0

0

2

1

0

2

8

計

1

3

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

0

9

0

1

1

1

0

0

0

0

1

1

4

3

乾燥施設

中和施設

脱水施設

圧縮施設

0

6

2

2

2

1

区　　分

市町村
設置施設

2

日 南 市

0

1

0

0

串 間 市

1

1

1

第８条許可施設

第15条の2の５特例届施設

計

区　　分

廃掃法第
１５条で
定める許
可施設

0

0

0

日 南 市

4

2

1

2

0

3

計

切断施設

がれき類の破砕施設

その他の産業廃棄物焼却施設

安定型最終処分場

焼却施設

発酵堆肥化施設

その他の施設

5

0

3

上記以外
の中間処
理施設

0

廃酸・廃アルカリの中和施設

廃プラスチック類の破砕施設

廃プラスチック類の焼却施設

木くずの破砕施設

管理型最終処分場

その他の施設

破砕施設

1

0

0

33

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）に基づき、廃棄物処理業者に対す
る許可等を行っています。
　また、廃棄物監視員等を活用し、廃棄物不適正処理の監視指導の強化、不法投棄パト
ロールの実施、排出事業者への指導・啓発等を実施しています。

42

ごみ処理施設(焼却)

ごみ処理施設(破砕)

し尿処理施設

最終処分場

汚泥の脱水施設

汚泥の乾燥施設

汚泥の焼却施設

廃油の油水分離施設

廃油の焼却施設

1

2

2

3

3

1

0

0

3

6

2

3

7
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　(3)  産業廃棄物処理業者数

　(4)  産業廃棄物処理業許可申請・届出数

　(5)  一般廃棄物及び産業廃棄物処理施設設置許可申請・届出数

（令和６年度）

　(6)  監視件数

収集運搬業 41 11 1 35 88

(令和６年度末)

業　　種 日南市 串間市 県内 県外 計

最終処分業 0 0 0 0 0

中間処理業 2 1 2 1 6

収集運搬・最終処分業 0 0 0 0 0

収集運搬・中間処理業 3 2 1 1 7

収運運搬・中間処理・最終処分業 1 1 0 0 2

中間処理・最終処分業 1 0 0 1 2

（令和６年度） 

業　　種 新規許可 更新許可 変更許可 変更届 廃止届 計

計 48 15 4 38 105

83

産業廃棄物処分業 0 5 0 15 2 22

産業廃棄物収集運搬業 7 13 1 61 1

区　　分 件数

一般廃棄物処理施設設置許可申請 0

一般廃棄物処理施設変更許可許可申請 0

7

特別管理産業廃棄物処分業 0 0 0 0 0 0

特別管理産業廃棄物収集運搬業 3 0 0 4 0

産業廃棄物処理施設設置許可申請 1

産業廃棄物処理施設変更許可申請 0

産業廃棄物処理施設譲受け・借受け許可申請 0

一般廃棄物処理施設軽微変更等届出 0

一般廃棄物処理施設設置届出 0

一般廃棄物処理施設変更届出 0

産業廃棄物処理施設軽微変更等届出 6

計 7

（令和６年度）

区　　分 監視件数
指導件数

警告書 指示書 指導票

0 0 0 0

口頭指導

一般廃棄物処理施設

ごみ処理施設 0 0 0 0 0

し尿処理施設

最終処分場

0

0

産業廃棄物処理業者

収集運搬業 142 0 0 0 2

0 0 0 0

549

0 0

中間処理施設 0 0 0

0

1

最終処分場 147 0 0 0

計 1,058 0 1 1 5

0

0

0

産業廃棄物排出事業者

1 2

0

事業所（施設以外） 217 0 1

最終処分場 3 0 0

中間処理施設 0
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　   (１)  使用済自動車の再資源化等に関する法律関連の事業者数

　   (２)  使用済自動車の再資源化等に関する法律に基づく申請・届出数

引　取　業

フロン類回収業

解　体　業

破　砕　業

１３　温泉

    　(１)  利用許可施設数及び監視件数
（令和６年度）

   　(２)  許可申請数
（令和６年度）

利　　　用

掘　　　削

動　　　力

240

0

10

0

0

0

0

0

0

0

0

010

5

変更許可新規

2

0

※引取業及びフロン回収業は登録件数を、解体業及び破砕業は許可件数を計上しています。

計

破 砕 業 者

計

業　　種

引 取 業 者

フロン類回収業者

串間市

（令和６年度）

日南市

0

0

19

10

　

区　　分

0

1

増　　　掘

0

0

0

1

1

0

4

計

22

15 19

日南市 串間市

0

区　　分

利用許可施設数

採　　　取 0 0

監 視 件 数

廃業等届

1

0

0

変更届

1

1

2

2

　温泉を保護し、その適正な利用を図るため、土地掘削、増掘及び動力装置、温泉
利用等の許可や温泉利用施設の監視指導を行っています。

業　　種 計

1

5

3

3

更新

1

１２  使用済自動車の再資源化（自動車リサイクル法関係）

日南市

10

6

2

0

解 体 業 者

（令和６年度末）

0

　使用済自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル法）に基づき登録・
許可を行うとともに、使用済自動車のリサイクル促進について指導・啓発を行って
います。

計

15

6

2

県外

05

00

串間市
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１４　苦情処理

公害苦情対応件数
（令和６年度）

１５　啓発活動

(１)　水辺の学習

（令和６年度）

(２)　水辺環境調査

　公害苦情は地域住民の生活に密着した問題であり、その処理に当たっては関係機関
と連携して改善を図っています。

1

3

日南保健所

日南市

酒谷川

11

0

吾田小学校 83

0

大 気 汚 染 1 0

　子供たちが、自然に親しみ環境に関心を持つことをきっかけとして、地球環境に対
する理解をより深めるように、市役所等と協力して河川での水辺環境調査を行うほ
か、「水」をキーワードとした総合的な環境学習として、水辺環境調査を中心に事前
学習とまとめの時間を追加した「水辺の学習」を行っています。

5

計

20

2

0

10

1

6

計

1

1

主　催

主　催 学校名 人数 場所

9

学校名 人数 場所

1

3

悪　　　臭

廃　棄　物

そ　の　他

日南保健所
南那珂地区実行委員会

北郷中学校 他 11 広渡川

日南保健所 飫肥小学校 70 酒谷川

日南保健所 東郷中学校 36 広渡川

水 質 汚 濁

土 壌 汚 染

区　　分 串間市

0

5
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(２)  啓発事業

（令和６年度）

事 業 名 「環境の日」キャンペーン

開催場所 　スーパーとむら吾田店

実施日時 　令和６年６月５日（水）

実施内容 広報活動及び環境グッズの配布

事 業 名 　産業廃棄物排出事業者講習会

開催場所 　日南保健所

実施日時 　令和６年１０月１０日（木）

実施内容 　産業廃棄物排出事業者に対する講習

事 業 名 　浄化槽適正管理啓発キャンペーン

開催場所 　スーパーとむら飫肥店

実施日時 　令和６年１０月１日（火）

実施内容 　広報活動及び環境グッズの配布

事 業 名 　「不法投棄防止」キャンペーン

開催場所 　日南市、串間市

実施日時 　令和６年10月３０日（水）

実施内容
　県南地域スーパー5店舗でリーフレットの配布及び車両に
　ステッカーをつけての啓発

事 業 名 　浄化槽設置者講習会

開催場所 　日南保健所及び串間エコクリーンセンター

実施日時 　延べ１６回

実施内容 　浄化槽新規設置者に対する適正な維持管理についての講習

　地球環境や地域の環境をより良くしていくために、事業者や住民を対象にした
啓発活動を行っています。

1

3

2

5

4
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1６　監視指導

(１)食品関連施設監視指導
　　

食品監視対象施設数及び監視件数

ア　旧法上の許可施設

営業停
止命令

販売停
止命令

改善
命令

廃棄・
危害除
去命令

文書
通知

始末書
等徴収

指導票
口頭
指導

飲食店営業 6 5 5
菓子製造業 1 1 1
あん類製造業

アイスクリーム類製造業

乳処理業

乳製品製造業

集乳業 1 1 1
食肉処理業

食肉販売業

食肉製品製造業

魚介類販売業

魚介類せり売営業 3 0
魚肉ねリ製品製造業 3 4 1
食品の冷凍冷蔵業 

清涼飲料水製造業

乳酸菌飲料水製造業

氷雪製造業

氷雪販売業

食用油脂製造業

マーガリン製造業

みそ製造業

しょう油製造業

ソース類製造業

酒類製造業 4 1 1
豆腐製造業

納豆製造業

めん類製造業

そうざい製造業

かん詰・びん詰製造業

添加物製造業

18 12 0 0 0 0 0 0 0 9計

輸出食品取扱認定施設（再掲）

　監視指導担当では、大量に食品を調理、製造する施設のほか、広域的に流通する食
品を取り扱う施設に対して、HACCPの概念を基本とした監視を行っています。
　また、学校給食センター等の集団給食施設に対して大量調理施設衛生管理マニュア
ルに基づき、重点的な監視指導を実施しています。

（令和６年度）

業　　種 施設数
監視件

数

行　　政　　措　　置　　状　　況
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イ　改正法上の許可施設

営業停
止命令

販売停
止命令

改善
命令

廃棄・
危害除
去命令

文書
通知

始末書
等徴収

指導票
口頭
指導

【許可】

飲食店営業 5 6 6

食肉販売業

魚介類販売業 1 8 3

魚介類競り売り営業 1 1 1

集乳業

乳処理業

特別牛乳搾取処理業

食肉処理業

食品の放射線照射業

菓子製造業

ｱｲｽｸﾘｰﾑ類製造業

乳製品製造業

清涼飲料水製造業 1
食肉製品製造業

水産製品製造業 2 1
氷雪製造業

液卵製造業

食用油脂製造業

 みそ又はしょうゆ製造業

酒類製造業 1
豆腐製造業

納豆製造業

麺類製造業 1 1
そうざい製造業

 複合型そうざい製造業

冷凍食品製造業

 複合型冷凍食品製造業

冷凍食品製造業

密封包装食品製造業 1
食品の小分け業

添加物製造業

13 17 0 0 0 0 0 0 0 10

調理機能を有する自動販
売機により食品を調理
し、調理された食品を販
売する営業

計

（令和６年度）

業　　種 施設数
監視件

数

行　　政　　措　　置　　状　　況
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ウ　改正法上の届出施設

営業停
止命令

販売停
止命令

改善
命令

廃棄・
危害除
去命令

文書
通知

始末書
等徴収

指導票
口頭
指導

【届出】

乳類販売業

氷雪販売業

弁当販売業

野菜果物販売業 2 2
米穀類販売業

コンビニエンスストア

百貨店、総合スーパー

調味料製造・加工業

糖類製造・加工業

精穀・製粉業

製茶業

海藻製造・加工業

卵選別包装業

行商

集団給食施設 3 3 3

その他

4 5 0 0 0 0 0 0 0 3

露店、仮設店舗等におけ
る飲食の提供のうち、営
業とみなされないもの

計

添加物製造・加工業（法
第13 条第１項の規定によ
り規格が定められた添加
物の製造を除く。）
いわゆる健康食品の製造・加工業

コーヒー製造・加工業
（飲料の製造を除く。）

農産保存食料品製造・加工業

その他の食料品製造・加工業

器具、容器包装の製造・
加工業（合成樹脂が使用
された器具又は容器包装
の製造、加工に限る。）

その他の食料・飲料販売業

（令和６年度）

業　　種 施設数
監視件

数

行　　政　　措　　置　　状　　況

魚介類販売業（包装済み
の魚介類のみの販売）
食肉販売業（包装済みの
食肉のみの販売）

コップ式自動販売機（自
動洗浄・屋内設置）

通信販売・訪問販売による販売業

自動販売機による販売業
（コップ式自動販売機
（自動洗浄・屋内設置）
及び営業許可の対象とな
る自動販売機を除く）
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(２)  薬事監視指導

薬事監視対象施設数及び監視状況

許可取消
業務停止

構造設備
改善命令

等

検査命令
等

廃棄等
始末書等

徴収
文書
指導

口頭
指導

薬局 41 20 0 0 0 0 0 0 0

卸売販売業 3 2 0 0 0 0 0 0 0

薬種商販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

店舗販売業 17 2 0 0 0 0 0 0 0

特例販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

配置販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医薬品製造販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医薬品製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医薬品製造販売業(薬局) 2 0 0 0 0 0 0 0 0

医薬品製造業(薬局) 2 0 0 0 0 0 0 0 0

医薬部外品製造販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医薬部外品製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

化粧品製造販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

化粧品製造業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医療機器製造販売業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医療機器製造業 1 0 0 0 0 0 0 0 0

医療機器修理業 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31 13 0 0 0 0 0 0 0

85 22 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

182 102 0 0 0 0 0 0 0

(３)  毒劇物監視指導

   「毒物及び劇物取締法」に基づき、毒物劇物営業者（販売業者等）の監視指導を実施しました。

毒劇物監視対象施設数及び監視状況

登録・
許可取消

業務停止
設備改善

命令
始末書等

徴収
文書
指導

口頭
指導

15 3 0 0 0 0 0 0

22 7 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

44 10 0 0 0 0 0 0

再生医療等製品販売業

高度管理医療機器等販売業・貸与業

管理医療機器販売業・貸与業

特定毒物研究者

特定毒物使用者

計

　「毒物及び劇物取締法」に基づき、毒物劇物営業者（販売業者等）の監視指導を実
施しています。

（令和６年度）

区　分 施設数
監視
件数

行　　政　　措　　置　　状　　況

計

毒物劇物一般販売業

毒物劇物農業用品目販売業

毒物劇物特定品目販売業

毒物劇物製造業

毒物劇物輸入業

毒物劇物業務上取扱者

　医薬品・医療機器等の品質及び有効性・安全性の確保のため、薬局及び医薬品販売
業者に対して、保健衛生上の支障を生ずるおそれがないよう店舗の管理、構造設備並
びに医薬品等の取扱いについて調査・指導を行っています。
　また、薬務対策室と連携し医薬品、医療機器等の製造販売業者並びに製造業者の立
入調査も実施しています。

（令和６年度）

区　分 施設数
監視
件数

　行　　　政　　　措　　　置　　　状　　　況
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(４)  麻薬等取扱施設監視指導

麻薬等取扱施設数及び監視状況

告発・送致 免許取消 業務停止 始末書等徴収 文書指導 口頭指導

2 1 0 0 0 0 0 0

37 20 0 0 0 0 0 0

10 9 0 0 0 0 0 1

24 13 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0

麻薬研究者 0 0 0 0 0 0 0 0

大麻研究者 0 0 0 0 0 0 0 0

向精神薬試験研究施設 0 0 0 0 0 0 0 0

覚醒剤研究者 0 0 0 0 0 0 0 0

覚醒剤原料取扱者 2 1 0 0 0 0 0 0

81 56 0 0 0 0 0 1

(５)  建築物の衛生管理監視指導

特定建築物施設数及び監視状況 （令和6年度）

文書指導 口頭指導

興　行　場 1(0) 0 0 0

百　貨　店 1(1) 0 0 0

集　会　場 2(0) 0 0 0

図　書　館 0 0 0 0

博　物　館 0 0 0 0

美　術　館 0 0 0 0

遊　技　場 0 0 0 0

店　　　舗 4(4) 1 0 1

事　務　所 2(0) 0 0 0

学　　　校 0 0 0 0

旅　　　館 4(4) 4 0 4

14(9) 5 0 5

建築物登録業者数及び監視状況
（令和6年度）

文書指導 口頭指導

清掃業 3 2 0 0

空気環境測定業 2 3 0 0

空気調和用ダクト清掃業 0 0 0 0

飲料水水質検査業 0 0 0 0

飲料水貯水槽清掃業 10 8 0 1

排水管清掃業 0 0 0 0

ねずみ昆虫等防除業 5 3 0 0

環境衛生総合管理業 1 0 0 0

21 16 0 1

麻薬診療施設（病院）

麻薬診療施設（診療所）

麻薬診療施設（家畜）

計

計

計

      ※(　)は立入検査適用のある施設数

　建築物の衛生的環境の確保に関する法律に基づき、登録業者及び特定建築物につ
いて立入検査を実施し、環境衛生知識の普及と衛生指導を行っています。

行政措置状況

施設数種　　類

業　　種

監 視
件 数

行政措置状況

施設数
監 視
件 数

麻薬卸売業者

麻薬小売業者

　「麻薬及び向精神薬取締法」及び「覚醒剤取締法」等に基づき、薬局・医薬品販
売業における麻薬等の販売及び病院・ 診療所における保管管理・受払・施用記録を
始め、各種届出等の指導と立入調査を実施しています。

（令和6年度）

区 分 施 設 数
監 視
件 数

行 政 措 置 状 況
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 (６)  水道監視指導

水道施設数及び監視状況

文 書 指 導 口 頭 指 導

上 水 道 2 2 0 1

簡易水道 2 2 0 0

専用水道※ 0 0 0 0

計 4 4 0 1

水道施設種別毎の利用人口割合

給水人口（人） 割合（％）

61,944 96.8

78 0.1

334 0.5

1,638 2.6

63,994 100

   水道は日常生活に不可欠な社会資本基盤施設であり、安全で良質な水道の
確保を推進するため、水道事業者に対し適正な事業管理及び計画的な水道未
普及地域の解消を図る等の指導を実施しています。
　管内水道普及率は97.4％（令和5年度末）となっています。なお、県全体
の普及率は97.9％（令和5年度末）、全国は98.2％（同）です。

(令和6年度）

区 分 施 設 数 監 視 件 数
行 政 措 置 状 況

※専用水道については、県所管のみ計上

区　　分

上 水 道

簡易水道

専用水道

その他（未普及地域）

　計

令和5年度水道統計調査参照

※ 平成　　年度水道統計参照

上水道
96.8%

簡易水道
0.1%

専用水道
0.5%

その他

（未普及割合）
2.6%

水道施設種別毎の利用人口割合（％）
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(７)  講習会実施状況

講習会実績

実 施 数 受 講 者 数

営業許可施設 0 0

集団給食施設 2 69

消費者 0 0

学校関係 0 0

その他 0 0

薬局等 0 0

毒劇物取扱者等 0 0

学校等 0 0

水道事業者等 0 0

ビル管理業登録業者等 0 0

貯水槽水道設置者 0 0

水  道  等

　センター方式の学校給食施設及び大量調理施設の調理従事者等に対して、大
量調理施設衛生管理マニュアルに基づく食品の衛生管理に関する講習をはじ
め、医薬品や毒物劇物営業者、水道施設等の維持管理の従事者に対して、法に
基づく適正な取扱いなどの講習を行っています。

   ( 令和6年度)

  対     象

食 品 関 連

薬      事
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資　料　編
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令和５年

区　　分

総　　数

性　　別 男 女 男 女 男 女

計 677 645 482 449 195 196

０歳～９歳 0 0 0 0 0 0

１０～１９ 2 0 1 0 1 0

２０～２９ 0 0 0 0 0 0

３０～３９ 3 2 3 2 0 0

４０～４９ 7 1 6 0 1 1

５０～５９ 21 5 15 3 6 2

６０～６９ 70 30 54 18 16 12

７０～７９ 152 67 105 48 47 19

８０～８９ 262 219 191 157 71 62

９０～９９ 153 287 102 195 51 92

１００歳以上 7 34 5 26 2 8

 

令和５年

区　　分

総　　数

性　　別 男 女 男 女 男 女

計 15 5 13 5 2 0

０歳～９歳 0 0 0 0 0 0

１０～１９ 0 0 0 0 0 0

２０～２９ 0 0 0 0 0 0

３０～３９ 1 0 1 0 0 0

４０～４９ 1 0 1 0 0 0

５０～５９ 2 1 2 1 0 0

６０～６９ 4 1 3 1 1 0

７０～７９ 4 3 4 3 0 0

８０～８９ 3 0 2 0 1 0

９０～９９ 0 0 0 0 0 0

１００歳以上 0 0 0 0 0 0

(1) 年齢別死亡数（１０歳階級別）

(2) 年齢別自殺者数（１０歳階級別）

人口動態調査結果表

1,322 931 391

管  内 日南市 串間市

管  内 日南市 串間市

20 18 2
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区 分 年 総 数 第 １ 児 第 2 児 第 3 児 第 4 児
第5児
以上

5 273 94 101 53 22 3

4 357 133 110 83 24 7

5 207 77 80 34 14 2

4 272 110 83 61 13 5

5 66 17 21 19 8 1

4 85 23 27 22 11 2

区 分 年 総 数
１５歳
未満

１５～
１９歳

２０～
２４歳

２５～
２９歳

３０～
３４歳

３５～
３９歳

４０～
４４歳

４５歳
以上

5 273 0 2 31 78 93 48 21 0

4 357 0 1 31 113 117 75 20 0

5 207 0 2 24 60 75 33 13 0

4 272 0 1 23 91 84 59 14 0

5 66 0 0 7 18 18 15 8 0

4 85 0 0 8 22 33 16 6 0

5

4

5

4

5

4

(3) 出生順位別出生数

(4) 母の年齢階級別出生数

(5) 低体重児別出生数・率

串間市

総　数

18

    令和４年、令和５年

日南市

管　内

串間市

5

（出生千対)

2

23

日南市

95.2

区　分

18

3

117.6

88.2

87.0

管　内

年

34

23

2000g未満

5

5

低体重児出生数 低体重児出生率 体　　　重　　　別

（2500ｇ未満)

75.8

5

31

1

8
串間市

日南市

2000～2500g未満

84.2

10

    令和４年、令和５年

    令和４年、令和５年

24

13

0
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(1) 妊娠週数別妊娠届出数

率
満11週

以内
満12～
19週

満20～
27週

満２８
週以上

分娩後 不 詳

207 187 19 0 0 1 0

90.3 9.2 0.0 0.0 0 0

229 211 14 2 2 0 0

92.1 6.1 0.9 0.9 0 0

80 75 4 1 0 0 0

93.8 5.0 1.3 0 0 0.0

63 54 7 2 0 0 0

85.7 11.1 3.2 0 0 0.0

287 262 23 1 0 1 0

91.3 8.0 0.35 0.00 0 0.0

292 265 21 4 2 0 0

90.8 7.2 1.37 0.68 0 0.0

（母子保健事業実績報告）

(2)  妊婦一般健康診査受診状況（医療機関委託分）

区分

市町村

異常
あり

10.3
以下

10.4～
11.1

11.2～
11.9

12.0
以上

蛋白 糖
ｳﾛﾋﾞﾘ
ﾉｰｹﾞﾝ

ｹﾄﾝ体

日南市 199 10 10 4 4 1 0 100

串間市 78 3 1 1 1 0 0 35

管内計 277 13 11 5 5 1 0 135

  ＨＢｓ抗原：Ｂ型肝炎ウィルス感染の検査
（母子保健事業実績報告）

  風疹抗体価：風疹ウィルス感染の検査

HTLV-1（ATLに関する検査）

（令和5年度）

日南市

串間市

管内計
（母子保健事業実績報告）

  ATL：成人Ｔ細胞白血病・リンパ腫

199

78

血色素(d/ml)

277

陽性者数

4

1

5

実施数

風疹
抗体
価

(＋)

検尿（＋以上）

受診
者数

R4

R5

R4

ＨＢｓ
抗原
(＋)

梅毒
(＋)

血圧
１４０
mmHg
以上

母子保健

　　　　　　　　  （単位：上段・人、下段・％）

（令和5年度）（単位：人）初回受診分

合  計

R5

R4

妊　　娠　　週　　数

区 分 年 度

妊娠の
届出を
した者
の数

串間市

日南市

R5
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（１回目）

区 分 受診者数 異常なし 要 指 導 要 観 察 要 精 密 管 理 中 要 医 療

日南市 215 187 0 17 4 6 1

串間市 58 48 0 7 0 3 0

管内計 273 235 0 24 4 9 1

（母子保健事業実績報告）

（２回目）

区 分 受診者数 異常なし 要 指 導 要 観 察 要 精 密 管 理 中 要 医 療

日南市 200 165 2 20 3 10 0

串間市 61 52 0 3 1 4 1

管内計 261 217 2 23 4 14 1

（母子保健事業実績報告）

※医療機関委託分除く

（令和5年度）　（単位：人）

実人員 延人員 異常なし 要 指 導 要 観 察 要 精 密 管 理 中 要 医 療

日南市 0 0 0 0 0 0 0 0

串間市 62 62 40 0 6 2 10 4

管内計 62 62 40 0 6 2 10 4

＊受診延人数≦受診結果の総数 （母子保健事業実績報告）

(3)  乳児一般健康診査受診状況（医療機関委託分）

(4)  乳児一般健康診査受診状況（市実施分）

区分
受診者数

（令和5年度）　（単位：人）

（令和5年度）　（単位：人）

受診結果
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(5)  １歳６か月児健康診査受診状況

年度
区分

315 374 293 317 271

310 362 283 307 261

児 の 理 由 0 0 1 1 6

保護者の理由 0 0 1 6 2

そ の 他 5 12 8 3 2

98.4 96.8 96.9 97.2 98.5

119 130 85 97 94

108 122 80 92 92

児 の 理 由 0 1 0 0 0

保護者の理由 0 1 0 4 0

そ の 他 2 4 0 1 2

90.8 94.6 94.1 94.8 97.9

434 504 378 414 365

418 484 363 399 353

児 の 理 由 0 1 1 1 6

保護者の理由 0 1 1 10 2

そ の 他 7 16 8 4 4

96.3 96.2 96.3 96.6 98.3

(6)  ３歳児健康診査受診状況

年度
区分

362 405 315 381 316

337 392 302 361 299

児 の 理 由 1 0 1 0 3

保護者の理由 20 0 5 5 6

そ の 他 4 13 6 15 8

93.4 96.8 96.2 94.8 95.5

136 124 126 126 87

129 105 119 122 84

児 の 理 由 0 0 0 0 1

保護者の理由 2 0 0 4 1

そ の 他 2 8 1 0 1

94.9 84.7 94.4 96.8 97.7

498 529 441 507 403

466 497 421 483 383

児 の 理 由 1 0 1 0 4

保護者の理由 22 0 5 9 7

そ の 他 6 21 7 15 9

93.8 94.0 95.7 95.3 96.0

2年度

日 南 市

串 間 市

管 内 計
未
受
診
者
数

受  診  率

受 診 者 数

対 象 者 数

受 診 者 数

受  診  率

未
受
診
者
数

5年度

４年度3年度

未
受
診
者
数

（母子保健事業実績報告、地域保健・健康増進事業報告）

４年度

（母子保健事業実績報告、地域保健・健康増進事業報告）

R元年度

*（受診率）＝（受診実人員）／｛（対象者）ー（児の理由による未受診者）｝×100

3年度

対 象 者 数

受 診 者 数

　（単位：人、％）

　（単位：人、％）

5年度R元年度 ２年度

*（受診率）＝（受診実人員）／｛（対象者）ー（児の理由による未受診者）｝×100

受  診  率

対 象 者 数

日 南 市

未
受
診
者
数

管 内 計

対 象 者 数

受 診 者 数

未
受
診
者
数

受  診  率

串 間 市

対 象 者 数

対 象 者 数

受  診  率

未
受
診
者
数

受  診  率

受 診 者 数

受 診 者 数

107



(7)  未熟児養育医療給付状況（新規）

管内 日南市 串間市 管内 日南市 串間市

　　　　～　1000ｇ 0 0 0 1 1 0

1001　～　1500ｇ 0 0 0 0 0 0

1501　～　2000ｇ 3 3 0 2 2 0

2001　～　2500ｇ 1 0 1 4 3 1

2501　～ 2 1 1 2 2 0

合　計 6 4 2 9 8 1

（母子保健事業実績報告）

(8)  育成医療給付状況（新規）

年 度
区 分 管内 日南市 串間市 管内 日南市 串間市

肢 体 不 自 由 0 0 0 0 0 0

視 覚 障 害 0 0 0 0 0 0

聴覚平衡機能障害 0 0 0 1 1 0

音声言語機能障害 6 6 0 4 4 0

心 臓 疾 患 0 0 0 0 0 0

腎 臓 疾 患 0 0 0 0 0 0

小腸機能障害 0 0 0 0 0 0

肝臓機能障害 0 0 0 0 0 0

その他の内臓障害 0 0 0 0 0 0

免疫の機能の障害 0 0 0 0 0 0

合　計 6 6 0 5 5 0

（母子保健事業実績報告）

区　　    　　分

令和４年度 令和5年度

令和４年度 令和5年度
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歯科保健

(1)  １歳６か月児歯科健康診査結果

Ａ 型 Ｂ 型 Ｃ 型 不 詳 計

元 315 310 98.4 283 21 6 0 0 0 6 1.9 13 0.04

2 374 362 96.8 346 10 6 0 0 0 6 1.7 10 0.03

3 293 283 96.6 268 13 2 0 0 0 2 0.7 5 0.02

4 317 307 96.8 302 4 1 0 0 0 1 0.3 2 0.01

5 271 261 96.3 244 16 1 0 0 0 1 0.4 1 0.00

元 119 108 90.8 107 0 1 0 0 0 1 0.9 1 0.01

2 130 118 90.8 118 0 0 0 0 0 0 0.0 0 0

3 85 80 94.1 55 25 0 0 0 0 0 0.0 0 0

4 109 92 84.4 56 36 0 0 0 0 0 0.0 0 0

5 94 92 97.9 70 22 0 0 0 0 0 0.0 0 0

元 434 418 96.3 390 21 7 0 0 0 7 1.7 14 0.03

2 504 480 95.2 464 10 6 0 0 0 6 1.3 10 0.02

3 378 363 96.0 323 38 2 0 0 0 2 0.6 5 0.01

4 426 399 93.7 358 40 1 0 0 0 1 0.3 2 0.01

5 365 353 96.7 314 38 1 0 0 0 1 0.3 1 0.00

（母子保健事業実績報告）

むし歯罹患型

Ｏ1型：むし歯がなく、かつ口腔環境がよいと認められる者

Ｏ2型：むし歯はないが、口腔環境が良好でなく、近い将来において、

　　　  むし歯り患の不安のある者

Ａ型  ：上顎前歯部のみ、または臼歯部のみにむし歯のある者

Ｂ型  ：臼歯部及び上顎前歯部にむし歯のある者

Ｃ型  ：臼歯部及び上下顎前歯部すべてにむし歯がある者

む

し

歯

の

有

病

率

対

象

者

数

０２型

むし歯のある者

串間市

管内計

む

し

歯

数

日南市

０１型

一

人

当

た

り

む

し

歯

数

年

度

受

診

者

数

受
診
率
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Ａ 型 Ｂ 型 Ｃ１型 Ｃ２型 不 詳 計

元 362 336 92.8 248 57 24 1 6 0 88 26.2 290 0.86

2 405 392 96.8 295 64 30 2 1 0 97 24.7 336 0.86

3 315 302 95.9 232 48 21 0 1 0 70 23.2 200 0.66

4 381 361 94.8 275 58 22 1 5 0 86 23.8 286 0.79

5 316 298 94.3 249 36 12 1 0 0 49 16.4 156 0.52

元 136 129 94.9 117 9 3 0 0 0 12 9.3 49 0.38

2 125 105 84.0 98 5 2 0 0 0 7 6.7 26 0.25

3 126 119 94.4 109 7 3 0 0 0 10 8.4 29 0.24

4 156 122 78.2 103 13 4 0 2 0 19 15.6 55 0.45

5 87 84 96.6 77 5 2 0 0 0 7 8.3 28 0.33

元 498 465 93.4 365 66 27 1 6 0 100 21.5 339 0.73

2 530 497 93.8 393 69 32 2 1 0 104 20.9 362 0.73

3 441 421 95.5 341 55 24 0 1 0 80 19.0 229 0.54

4 537 483 89.9 378 71 26 1 7 0 105 21.7 341 0.71

5 403 382 94.8 326 41 14 1 0 0 56 14.7 184 0.48

（母子保健事業実績報告）

むし歯罹患型

Ｏ型　：むし歯のない者

Ａ型　：上顎前歯部のみ、または臼歯部のみにむし歯のある者

Ｂ型　：臼歯部及び上顎前歯部にむし歯のある者

Ｃ１型：下顎前歯部のみにむし歯がある者

Ｃ２型：下顎前歯部を含む他の部位にむし歯がある者

管内計

年

度

対

象

者

数

受

診

者

数

受
診
率

一

人

当

た

り

む

し

歯

数

む

し

歯

の

有

病

率

日南市

む

し

歯

数

(2)  ３歳児歯科健康診査結果

串間市

O型

む し 歯 の あ る 者
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 成人・老人保健

(1)　胃がん検診 （令和5年度）

管内計 日南市 串間市

17,866 13,233 4,633

943 742 201

8.2 8.5 7.4

(2)　肺がん検診 （令和5年度）

管内計 日南市 串間市

25,107 18,735 6,372

492 492 0

2.0 2.6 0.0

(3)  大腸がん検診 （令和5年度）

管内計 日南市 串間市

25,107 18,735 6,372

2,001 1,571 430

8.0 8.4 6.7

(4)　子宮がん検診 （令和5年度）

管内計 日南市 串間市

17,213 12,981 4,232

1,519 1,162 357

16.5 18.2 11.2

(5)　乳がん検診 （令和５年度）

管内計 日南市 串間市

12,543 9,380 3,163

1,177 827 350

17.5 18.9 13.3

　 （地域保健・健康増進事業報告）

がん検診受診者

※受診率＝（R４年度の受診者数＋R５年度の受診者数－R４年度及びR５年度における２年連続受診者数）
　　　　　÷R５年度の対象者数×100

区 分

対象者

受診者

受診率（％）

区 分

対象者

受診者

受診率（％）

※受診率＝（R４年度の受診者数＋R５年度の受診者数－R４年度及びR５年度における２年連続受診者数）
　　　　　÷R５年度の対象者数×100

受診者

受診率（％）

区 分

対象者

受診者

受診率（％）

区 分

対象者

区 分

対象者

受診者

受診率（％）

※胃がんの対象者年齢は、５０歳から６９歳までとしている。

※受診率＝（R4年度の受診者数＋R5年度の受診者数－R4年度及びR5年度における２年連続受診者数）
　　　　　÷R5年度の対象者数×100
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健康づくり・栄養改善関係

　令和６年6月１日現在

※（　）内管理栄養士再掲　　※嘱託・非常勤を含む

　令和７年３月３１日現在

施 設数
管  理

栄養士数
施 設数

管  理
栄養士数

栄養士数 施 設数 栄養士数

学　校 3 3 2 4 2 0 0 0

病　院 0 0 7 23 17 0 0 0

介護老人保健施設 1 3 0 0 0 0 0 0

介護医療院 0 0 0 0 0 0 0 0

老人福祉施設 1 2 2 2 3 0 0 0

児童福祉施設 0 0 0 0 0 4 6 2

社会福祉施設 0 0 0 0 0 0 0 0

事業所 0 0 0 0 0 1 1 0

寄宿舎 0 0 0 0 0 0 0 1

矯正施設 0 0 0 0 0 0 0 0

自衛隊 0 0 0 0 0 1 1 0

一般給食センター 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0

計 5 8 11 29 22 6 8 3

学　校 0 0 0 0 0 0 0 1

病　院 2 4 0 0 0 0 0 0

介護老人保健施設 3 4 1 2 1 0 0 0

介護医療院 1 2 0 0 0 0 0 0

老人福祉施設 8 10 4 5 7 4 5 19

児童福祉施設 2 2 1 1 1 12 12 12

社会福祉施設 0 0 2 2 2 2 2 3

事業所 0 0 0 0 0 0 0 0

寄宿舎 0 0 0 0 0 0 0 2

矯正施設 0 0 0 0 0 0 0 0

自衛隊 0 0 0 0 0 0 0 0

一般給食センター 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 1 2 0 0 0 0 0 2

計 17 24 8 10 11 18 19 39

（衛生行政報告例）

(1)  管内栄養士数

(2)  給食施設数及び栄養士配置状況

多

数

給

食

施

設

管理栄養士のみ
いる施設

栄養士数

日南市 串間市

５（３）

どちらも
いない
施設数

栄養士のみ
いる施設

  ９（７）

管理栄養士･栄養士
どちらもいる施設

特

定

給

食

施

設

区　分

(厚生労働省による「行政栄養士の配置状況等の把握」)
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(3)  食生活改善推進員数

　令和６年5月１日現在

市町名 日南市 串間市

食生活改善推進員数 18 25

(宮崎県食生活推進協議会定期総会資料)

(4)  管内栄養指導実績

栄養指導 (令和６年度)

回  数 人  員

妊産婦 154 0 1 2

乳幼児 106 2 52 449

２０歳未満 0 0 1 9

２０歳以上 105 132 22 567

合    　計 365 134 76 1,027

(市町村栄養関係業務報告)

特定保健指導 (令和６年度)

回  数 指導人員

情報提供 714 0 0

動機づけ支援 514 0 0

積極的支援 168 0 0

合    　計 1,396 0 0

(市町村栄養関係業務報告)

病態別指導（再掲） (令和６年度)

回  数 指導人員

メタボリックシンドローム 38 0 0

高血圧 26 0 0

脂質異常症 36 0 0

糖尿病 11 0 0

心疾患 29 0 0

肥満 0 0 0

貧血 0 0 0

そ の 他 （ 食 生 活 全 般 ） 0 0 0

合    　計 140 0 0

(市町村栄養関係業務報告)

個別相談
人員

訪問相談
人員

対 象 者
健康教育

集団指導
病    名

個別相談
人員

対 象 者 個別指導
集団指導
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各種協議会委員名簿
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　　令和７年３月３１日現在

現　　　職　　　名 氏 名

日南市長 髙　橋　　　透

串間市長 島　田　俊　光

日南警察署長 戸  松　俊  二

串間警察署長 福　永　　　勉

南那珂医師会長 中　村　彰　伸

日南歯科医師会長 翁　長　武一郎

日南串間薬剤師会代表 安　藤　美　彩

宮崎県獣医師会南那珂支部長 八　木　美　樹

宮崎県看護協会日南串間地区理事 山　中　ゆかり

宮崎県助産師会日南支部 池　田　利　江

宮崎県栄養士会日南事業部長 阿　部　純　子

日南串間地区食品衛生協会理事 髙　木　ツヤ子

日南市社会福祉協議会事務局長 川　俣　泰　通

日南市養護教諭研究会部長 中　武　桃　子

元日南市地域婦人連絡協議会会長 宮　浦　愛　子

宮崎県農業協同組合はまゆう地区本部 ＪＡはまゆう女性部長 川　口　昌　子

任期：令和５年９月１日～令和７年８月３１日

日南保健所運営協議会委員名簿
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　南那珂医師会

　日南歯科医師会

　日南串間薬剤師会

　宮崎県看護協会

　宮崎県立日南病院

　日南市立中部病院

　串間市民病院

　医療法人十善会　県南病院

　医療法人文誠会　なんごう病院

　全国健康保険協会宮崎支部

　宮崎県後期高齢者医療広域連合

　日南市

　串間市

日南串間地域医療構想調整会議構成団体名簿

令和７年３月３１日現在

団　　体　　名
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　　令和７年３月３１日現在

役　職 所　　　属 氏　 　名

会　長 日南歯科医師会 市　來　将　彦

副会長 日南保健所 古　家　　　隆

委　員 宮崎県歯科衛生士会日南支部 日　髙　ゆかり

〃 日南串間薬剤師会 小　野　大　輔

〃 宮崎県栄養士会日南事業部 阿　部　純　子

〃 宮崎県言語聴覚士会 蓑　輪　友　英

〃 日南地域歯科医療連携センター 中　村　幸　枝

〃 串間市さんさんクラブ連合会 　森　本　明　子　

〃 宮崎県老人保健施設協会 門　川　　　傑

〃 宮崎県老人福祉サービス協議会 小　玉　武　士

〃 串間市介護支援専門員連絡会 岩　下　富士子

〃 日南市中央地区地域包括支援センター 内　田　百合子

〃 日南市長寿課 門　川　勝　彦

〃 串間市医療介護課 森　　　浩　二

任期：　令和５年４月１日～令和７年３月３１日

日南保健所地域歯科保健推進協議会委員名簿
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所　　　　　属 職　　　名 氏　　名

　南那珂医師会 　副会長 　河　野　秀　一

　日南歯科医師会 　歯科医師 　鹿　嶋　光　司

　日南串間薬剤師会 　薬剤師 　小　野　大　輔

　県立日南病院　患者支援センター 　看護師長 　野　辺　直　美

　県立日南病院　外来化学療法室 　がん看護専門看護師 　川　﨑　麻　美

　日南市立中部病院 　課長補佐 　谷　元　なおこ

　串間市民病院 　外来副師長 　中　田　浩一朗

　宮崎県訪問看護ステーション
　連絡協議会

　理事 　瀬戸口　麻　美

　串間市民病院
　訪問看護ステーションクローバー

　管理者 　矢　野　由香里

　日南市介護支援専門員連絡会 　会長 　金　丸　真　也

　串間市介護支援専門員連絡会 　理事 　武　内　理　恵

　日南市北地区
　地域包括支援センター

　看護師 　山　下　己　和

　串間市地域包括支援センター 　看護師 　久　治　美千代

　日南市長寿課 　課長 　門　川　勝　彦

　串間市医療介護課
　地域医療介護連携推進室

　室長 　長　友　春　菜

　日南保健所 　所長 　古　家　　　隆

任期：令和６年４月１日～令和８年３月３１日

県南在宅緩和ケア推進連絡協議会委員名簿

令和７年３月３１日現在
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令和７年３月３１日現在

所　　　　属 職　　名 氏     名

南那珂医師会 会　長 中　村　彰　伸

日南歯科医師会 会　長 翁　長　武一郎

日南串間薬剤師会 会　長 蛯　原　弘  徳

宮崎県看護協会 日南・串間地区理事 山　中　ゆかり

宮崎県栄養士会 日南事業部理事 阿　部　純　子

日南労働基準監督署 署　長 黒　木　章　寛

全国健康保険協会 保健グループ主任 井　手　真　季

宮崎県健康づくり協会 業務企画課長 加　那　屋　保

王子製紙株式会社日南工場 安全環境管理室長 飯　田　　　剛

日南商工会議所 中小企業相談所長 児　玉　知　幸

串間商工会議所 専務理事 江  藤　功  次

北郷町商工会 商工会事務局コーディネーター 髙　妻    　徹

南郷町商工会 商工会事務局コーディネーター 鈴　木　浩　次

宮崎県農業協同組合はまゆう地区本部 管理課長 米　田　政　則

宮崎県農業協同組合串間市大束地区本部 監査室長 中　武　幸　広

日南市漁業協同組合 代表理事組合長 稲　田　繁　男

串間市東漁業協同組合 立宇津支所長 藤　原　禎　幸

串間市漁業協同組合 参　事 渡　辺　政　彦

南郷漁業協同組合 代表理事組合長 元　浦　　　亮

串間市建設業協会 事務局長 瀬　口　俊　郎

日南建築業協会 会　長 中　村　幸　司

日南地区建設業協会 会　長 河　野　直　継

南那珂森林組合 部長兼課長 安　永　　　亨

日南市自治会連合会 会　長 益　田　政　司

串間市自治会連合会 会　長 河　野　　　宰

日南市 副市長 矢　越　智　郁

串間市 副市長 井　手　義　哉

日南保健所 所　長 古　家　　　隆

日南串間地域・職域連携推進協議会委員名簿
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令和７年３月３１日現在

所　　　　属 職　　名 氏     名

副会長 河　野　秀　一

理　事 山　田　孝　俊

宮崎県糖尿病対策推進会議 幹　事 中津留　邦　展

宮崎県慢性腎臓病対策推進会議 松　本　充　峰

日南歯科医師会 会　長 翁　長　武一郎

日南串間薬剤師会 会　長 蛯　原　弘　徳

日南市市民課 課長補佐 小　倉　貴　志

日南市健康増進課 係　長 緒　方　邦　代

串間市医療介護課　医療保険係 係　長 京　塚　智恵美

串間市医療介護課　健康増進係 係　長 黒　木　智　章

日南保健所 所　長 古　家　　　隆

任期：令和６年４月１日～令和８年３月３１日

日南串間糖尿病対策協議会委員名簿

　南那珂医師会
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令和６年６月２６日現在

現　　職　　名 氏　　　名

医療法人同仁会谷口病院理事長 谷　口　　　浩

医療法人十善会県南病院理事長 藤　元　秀一郎

南那珂医師会長 中　村　彰　伸

日南串間薬剤師会長 蛯　原　弘　徳

県立日南病院長 原　　誠 一 郎

日南警察署長 戸　松　俊　二

串間警察署長 福　永　　　勉

　日南公共職業安定所長 廣　瀬　和　泰

日南市福祉事務所長 橋　口　智　明

串間市福祉事務所長 西　村　和　弘

日南市社会福祉協議会事務局長 川　俣　泰　通

串間市社会福祉協議会事務局長 宮　田　哲　也

　日南市民生委員児童委員協議会長 﨑　村　洋　子

　串間市民生委員児童委員協議会長 立　本　伊佐男

日南串間地区食品衛生協会長 河　野　　　至

日南市精神障害者家族会あさがお会会長 平　下　光　代

日南市南郷町精神障害者家族会つくし会会長 大　山　雅　嗣

串間市よつば会会長 隈田原 　　瞳

地域活動支援センター和みセンター長 徳　弘　雄一郎

地域生活支援センターＷｉｎｇセンター長 中　村　敏　子

日南保健所長 古　家　　　隆

任期：令和５年４月１日～令和７年３月３１日

日南串間地域精神保健福祉協議会理事名簿
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令和６年６月２６日現在

現　　職　　名 氏　　　名

医療法人同仁会谷口病院理事長 谷　口　　　浩

医療法人十善会県南病院理事長 藤　元　秀一郎

地域活動支援センター和みセンター長 徳　弘　雄一郎

地域生活支援センターＷｉｎｇセンター長 中　村　敏　子

にちなん障害者就業・生活支援センター長 鎌　田　　　恵

日南市社会福祉協議会
障がい者相談支援事業所すみれ管理者

橋　口　実　代

宮崎県宅地建物取引業協会県南支部日南地区長 清　水　洋　三

日南市精神障害者家族会あさがお会会長 平　下　光　代

芽立ちの会会員 渡　邊　信　治

日南市福祉事務所長 橋　口　智　明

日南市財産マネジメント課長 宮　田　　　剛

串間市福祉事務所長 西　村　和　弘

串間市都市建設課長 津　曲　浩　二

日南保健所長 古　家　　　隆

任期：令和５年４月１日～令和７年３月３１日

日南串間地域精神障がい者地域移行支援協議会委員名簿
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分野
区分 所　　　属 職　　名 氏     名

一般社団法人　南那珂医師会 会　長 中　村　彰　伸

医療法人同仁会　谷口病院 副院長 山　田  隆　司

医療法人十善会　県南病院 副院長 藤　元　ますみ

串間市民生委員児童委員協議会 会　長 立　本　伊佐男

日南市社会福祉協議会 事務局長 川　俣　泰　通

日南市介護支援専門員連絡会 副会長 寺　田　美　和

日南市教育委員会 教育部長兼学校教育課長 鬼　束　昌　義

にちなん法律事務所 所　長 豊　田　裕　康

宮崎県司法書士会日南支部 代　表 武　藤　卓　史

日南労働基準監督署 署　長 黒　木　章　寛

日南公共職業安定所 所　長 廣　瀬　和　泰

王子製紙(株)日南工場 安全環境管理室長 飯　田　　　剛

日南市消防本部 警防課長 坂　友　雄一郎

串間市消防本部 消防係長 斉　藤　直　輝

日南警察署 生活安全課長 宮　田　広　明

串間警察署 刑事生活安全課長 中　山　大　嗣

日南商工会議所 事務局長兼総務課長 枡　屋　泰　知

宮崎県農業協同組合
はまゆう地区本部

企画管理部長 日　髙　和　広

飫肥楽市楽座 会　長 中　島　康　俊

日南市健康福祉部健康増進課 課長兼地域医療対策室長 倉　田　博　文

串間市医療介護課 課　長 森　　　浩　二

日南保健所 所　長 古　家　　　隆

任期：令和６年４月１日～令和９年３月３１日

警
察

民
間

行
政

令和６年１１月１３日現在

日南串間地域自殺対策推進協議会委員名簿　

労
働

医
療
・
福
祉
・
保
健
・
教
育
関
係
者

学
識
者

消
防
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難病対策地域協議会関係機関等名簿

令和６年３月３１日現在

所　　　　　属

日南市

串間市

日南市消防本部

串間市消防本部

県立日南病院

日南市立中部病院

串間市民病院

宮崎県難病相談・支援センター

宮崎県難病団体連絡協議会

公共職業安定所（ハローワーク）

社会福祉協議会

相談支援事業所

訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
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現 職 名 氏 名

日南保健所長 古　家　  　隆

日南市市民生活部長兼地域自治課長 仲  衞　正  訓

串間市市民協働課   吉  田  高  広　

南那珂獣医師会 八  木  美  樹

動物愛護推進員 八  木  美  樹

動物愛護推進員 山　口　日登美

動物愛護推進員 秋　森　詩　乃

動物愛護推進員 時　任　眞由美

動物愛護推進員 　　 倉　元　美智代

動物愛護推進員 　　 田　辺　美　和

動物愛護推進員 髙　橋　弥　生

動物愛護推進員 　　 前　田　まゆ子

動物愛護推進員  　　矢　野　敏　広

動物愛護推進員 今　村　信　一

動物愛護推進員 倉　爪　康　明

任期：令和５年４月１日～令和７年３月３１日

動物愛護推進協議会日南支部会員名簿

令和６年４月１日現在
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　案 内 図

E-mail　nichinan­hc@pref.miyazaki.lg.jp

日 南 保 健 所 の ご 案 内
〒 ８８９－２５３６　日南市吾田西１丁目５番１０号

TEL　(０９８７)　２３－３１４１

 FAX　(０９８７)　２３－３０１４

文

日
南
駅

文

至飫肥 至飫肥

日南公共職業安定所

日南保健所

㊩
吾田小

吾田中

至北郷

R220

至油津

〒吾田郵便局

文化センター

宮崎県

日南総合庁舎 日南市役所

戸倉内科

coop


